
養生所/(長崎)医学校等遺跡の形成の経緯の概略と私達の調査による推測
2017年(平成29年)9月7日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

江戸末期、一面畑地であった佐古の丘に文久元年七月一日(1861年8月6日)養生所
(病院、医学所)が建設竣工し、[私達は、複数の古写真や平面図の比較より、以来、明
治期に施設が浦上山里村に移転されるまで、一貫して、漸次、周辺隣接斜面地に用地
が手当てされて敷地が拡張され、切土と盛土によって土木造成されて平面や斜面が形
成され、土羽が形成され又は必要に応じて丸太組や石垣等の土留が築造され、用地や
道路が形成されゆく、と観察し]、慶應元年四月上旬(六日から十日までの間、1865年)

長崎奉行が精得館と改称して分析究理所を慶應元年八月十七日(1865年10月6日)新
築竣工して慶應元年十月十二日(1865年Ⅱ月29日)附属(医学所、病院、分析究理所)、
明治の御一新を迎えて明治政府の下に長崎では長崎府が成立して、明治元年十月十
七日(1868年11月30日)長崎府医学校(及び病院)と改称され、政府は日本の教育とそ

の行政を司る為に明治二年六月十五日(1869年7月23日)大学校の規則を制定し(大学

校及び分局(開成学校、兵学校、医学校))、明治二年六月(1869年)長崎県が成立して
明治二年七月九日(1869年8月16日)の後に長崎県病院兼医学校と改称され、明治二
年八月五日(1869年9月10日)政府は大学校を開学、明治二年十二月十四日(1870年1
月26日)政府は大学校を大学と改称し(大学、医学校を大学東校、開成学校を大学南校
と改称)、明治三年二月二十八日(1870年3月29日)長崎県病院兼医学校は大学の所轄
となり、明治三年七月十二日(1870年8月8日)政府は大学本校を停止、明治三年十月
(1釘0年)英医ニュートンが旧大徳寺庫裏に梅毒病院を創設、明治四年三月二十日

(1871年5月9日)英医ニュートンの旧大徳寺庫裏の梅毒病院を一時閉鎖、明治四年六
月十六日(1871年8月2日)英医ニュフトンは今村盛吉、西田武良治宅を借用して梅毒櫂
患遊女の治療を始め、明治四年七月十八日(1871年9月2日)政府は大学を廃して文部
省を設置し(後、大学東校を東校、大学南校を南校と改称)、明治四年九月二十五日
(1871年11月7日)政府は東校と南校を改革の為に一時閉鎖、明治四年十月(1871年)
政府は東校と南校を再開、明治四年十一月十四日(1871年12月25日)長崎県病院兼医
学校は文部省の管轄となり、明治四年十二月(1872年)長崎医学校と改称、長崎県病
院兼医学校(長崎医学校)は、以後、面目を一新し大いに体裁を整えるようになったと云
い、[手厶達は、複数の古写真や平面図や文献資料の比較より、この前後に、養生所以来
の病院の西面の旧冠木門周辺の付帯建物が改築され、構内の旧医学所の北に隣接す
る下段に、上段の若干の切土加工を伴って新しい二つ目の寄宿舎が、西の隣接地には

新たに造成してオランダ人教師ヘールツの寄棟屋根平屋建テラス付洋館である住居と
その薬草園である庭園(ヘールツリ.＼ウス)が建設され、治療の必要からや病院や寄宿
生の賄い等、病院と医学校の運営の為に、菜園や果樹園や体操場等の施設が整えら
れ、隣接する旧大徳寺の庫裏で英医によって梅毒病院が設営された後、大徳寺跡と梅

香崎天満宮と大楠及び大楠神社一帯は、オランダ人 Esoh引達に Soho01宮arden
と呼ぱれて親しまれ、以降、順次、土地を造成して、長崎医学校の第一代の正門や正門
付近の石垣や学務所や三つ目の寄宿舎や食堂や便所や物置等の付帯施設、明確な構
造を伴った建物敷地の外周の中央部に敷石を敷設した道路や階段と踊場と通用門柱
等が整備された、と推測し]、明治五年八月三日(1872年9月5日)文部省は学制を頒布
して八大学区及び大学本部の制を敷き、明治五年八月十八日(1872年10月10日)長崎
医学校を第六大学区整学校とし、明治6年(18乃年)3月英医ニュートンは今村盛吉、西
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田武良治宅を借用して行う梅毒櫂患遊女の治療を終了、明治6年(18乃年)4月10日七

大学区大学本部の制に改め第六大学区盤学校を第五大学区整学校とし、明治7年

(1874年)5月第五大学区盤学校を長崎医学校と改め、明治7年(1874年)4月4日台湾

征討軍が起こされる(征台の役が起る:長崎は兵姑基地となる)、明治7年(1釘4年)4月

22日蕃地事務局(征討本部:支局長大隈重信、都督西郷従道)を西浜町の薩摩藩邸跡

に設置、明治7年(1874年)5月17日西郷従道等は長崎を出発、明治7年(1釘4年)5月

22日西郷従道等は台湾に上陸、明治7年(1釘4年)8月21日台風の中心が長崎を通

過し県庁舎は風速60mの暴風により全壊諏訪神社の青銅の大鳥居も倒壊して被害甚

大、明治7年(1874年)10月12日長崎医学校を廃止、明治7年(1874年)10月30日日

清両国間互換条約調印(台湾問題)、明治7年10月(1874年)英アジア艦隊一等軍医ヒー

ルを監督として寄合町千歳屋を修繕し開院(梅毒病院)、明治7年(.1874年)11月3日台

湾派遣軍隊撤去の勅命下る、明治7年(1874年)11月7日旧長崎医学校を蕃地事務局

病院(公兵員病院)と成し、明治7年(1釘4年)12月3日台湾征討軍撤兵開始、明治8年

(18乃年)4月31日長蕃地事務局病院が長崎県の所轄に帰し長崎病院となり、明治8

年(1875年)英アジア艦隊一等軍医ヒ」ル監督の寄合町千歳屋の医院を閉院(梅毒病院)、

明治8年(18乃年)長崎病院の寄宿舎を梅毒病院として開院(英医ヒール)、長崎県の下

に長崎病院に医学(教)場を設置して明治9年(1876年)6月20日長崎病院医学場を開

場し、明治10年(1877年)1月30日西南の役勃発、久留米に征討軍団病院が設営、明

治10年(1877年)3月長崎に傷病兵が輸送され、征討軍団病院が長崎にも展開され、

長崎病院は警視病院の本院に当てられ、長崎病院は再度兵員病院として運用され、明

治10年(18刀年)3月29日第一分派長崎病院が大音寺に置かれ、明治10年(1877年)

4月12日東京大学設立(文部省管轄:法、文、理、医の四学音円、長崎病院は、広運

館に、第三分派長崎病院を正覚寺に、第四分派長崎病院をバラックを建設して分派病

院を展開、明治10年(1877年)6月軍団病院は市中の軍団病院に二分室を設け賊軍に

分与し以って博愛社(後に日本赤十字社)の初めての病院が運営され、明治10年

(1877年)7月22日戦時仮病院及び第一乃至第四分派病院の全部が警視病院と改称

され、明治10年(1877年)9月13日新撰旅団司令官小松宮彰仁親王博愛社総長に就

任、博愛社は新たに長崎に社員を派遣し軍団病院第十一副舎を負担し、明治10年

(1877年)9月24日西郷隆盛が自刃(西南戦争が終結)、明治10年(1877年)10月1

6日長崎軍団病院が廃止され臨時長崎病院が置かれて残務処理を行い、明治10年

(1877年)10月31日博愛社の一団が長崎病院から完全に引揚げ、明治10年10月

(1877年)長崎病院の寄宿舎の梅毒病院を閉院(英医ヒール)、明治10年10月(187フ

年)英医ヒールが寄合町の仮病院を開院(梅毒病院)、[私達は、複数の古写真や平面図

の比較より、この前後までに、長崎医学校の第一代の正門や正門付近の石垣や学務所

や三つ目の寄宿舎や食堂や便所や物置等の付帯施設、明確な構造を伴った建物敷地

の外周の中央部に敷石を敷設した道路や階段と踊場と通用門柱等が整備された、と推

測し]、[私達は、複数の写真と平面図の比較より、この前後に、三つ目の寄宿舎を解体

して直角に接続した二棟の寄宿舎を新築(移築.か)、二つ目の寄宿舎を解体、旧医学所

(ーつ目の寄宿舎を含む)を解体して旧医学,所の土地を一面にやや切土してその西方

の下り斜面に盛土して平面を造成して旧分析究理所建築平面の南に隣接して新しい体

操場とその南部に位置する東西方向の道路を形成した、と推測し、また、医学校敷地部

分の東北角に位置する白い築地塀に囲まれた敷地に建つ寄棟屋根の二階建洋館は、

外国人教師の為の宿舎か住宅である可能性がある、と推測し、又、病院敷地部分の南

( 2,/6 )



北両病棟中庭の東部の付帯建物の屋根に換気の為か屋根より一段高い小屋根が設け
られている、と観察し]、明治11年(1878年)1月8日長崎病院医学場を長崎整学校と改

称、明治11年4月(1釘8年)寄合町の仮病院(梅毒病院)浪ノ平分院設置、明治れ年
5月(1878年)寄合町の仮病院(梅毒病院)に英医口ーレンソン監督として着任、明治11年9
月(1878)寄合町の仮病院(梅毒病院)を長崎梅毒病院と呼称1月j台12年(1釘9年)1月
20日長崎整学校を県立とし、.明治12年(1879年)8月長崎病院が旧大徳寺庫裏一帯に

於いて新築竣工して旧養生所の病院の建物から移転するも敷地内の旧墳墓地の軍人
遺骨の取扱の問題が生起して遺骨捜索を余儀なくされる事態となり、明治12年(1879
年)寄合町の長崎梅毒病院(仮病院)は英医の監督を廃止、明治14年(1881年)7月6
日東京大学は機構改革し(単一の総理となる)、明治14年8月(1881年)寄合町の長崎
梅毒病院(仮病院)を廃止、明治14年8月(1881年)寄合町の長崎梅毒病院(仮病院)
浪ノ平分院を廃止、明治14年(1881年)8月旧長崎病院の改築工事が竣工し長崎病院

附属梅毒病院となり、[私達は、複数の古写真の比較より、『長崎徴毒病院図面』が実施
されず、旧養生所の病院施設のうち、旧冠木門周辺の付帯建物及び南北二棟の二階
建病棟を中央部で接続する建屋が解体撤去され、南二階建病棟が平屋に改築され、北
二階建病棟及び南北病棟の中庭の東部の付帯建物及び北病棟と南病棟の便所はそ
のまま使用され、他に大幅な新築を実施することなく、梅毒病院として運営された可能
性がある、と推測し]、明治14年8月(1881年)浪ノ平に検梅所を新設、明治14年8月
(1881年)丸山に検梅所を新設、明治15年(1882年)3月梅毒病院が長崎病院の附属
を離れ、長崎整学校は、再整備されて、明治15年(1882年)5月27日甲種長崎医学校
となり、[手厶達は、複数の平面図や古写真の比較より、この前後に、長崎医学校の第二
代の正門、寄棟屋根二階建テラスとバルコニー付洋館の二階を講堂とする講堂棟、暗
室を附属する第七教場と生理実験室と物理器械室の建物が建設され、旧ヘールツリ、
ウスを第五教場と第六教場に転用したと、推測し]、明治16年(18鵠年)~明治17年
(1884年)長崎病院が旧大徳寺庫裏一帯に軍人遺骨の捜索により二度の解体と建築を
経た後に開院、明治19年(1886年)3月1日帝国大学令制定、東京大学は帝国大学へ
改組し帝国大学と改称、明治19年(1886年)戸町検梅所を設置(長崎梅毒病院が戸町
梅毒病院を合併)、明治20年(1認7年)4月15日熊本に第五高等中学校が置かれ、明
治20年(1887年)8月27日第五高等中学校医学部を長崎に設置することが決定され、
長崎では第五高等中学校医学部の設置場所を浦上山里村に決定し、明治21年(1888
年)4月1日佐古の旧長崎医学校に第五高等中学校医学部を開設して明治21年(1888

年)4月10日第五高等中学校医学部開校式を仮に挙行し、明治22年(1889年)頃當
区新橋町なる長崎梅毒病院云々と記事(明治22.1.5、新聞記事、鎮西日報か)、明
治22年(1889年)4月梅毒病院の改築工事が竣工し長崎梅毒病院と改称して開院(15
日頃に開院を予定)、仟厶達は、複数の古写真や平面図の比較より、第五高等中学校医
学部について、甲種医学校当時の図面と比較して北の寄宿舎建物と第二代の長崎医
学校の正門の間に付帯建物が新築されているほか、甲種医学校初期の建物がそのま
ま使用されている、第五高等中学校医学部は浦上山里村へ設置が決定しており佐古の
施設での開校は仮であった為浦上山里村に移転するまでその施設に大きな変更はなさ
れなかったと推測し、長崎梅毒病院については、『長崎徴毒病院図面』が実施されず、
前回の改築以降、病院建物建築平面とその敷地区画が西側拡張され、旧養生所の北
二階建病棟が平屋に改築され、南病棟の西端が短縮改築され、南北二棟の病室は部
屋に切妻屋根がかけられ両棟の中庭側の廊下に庇がかけられ南病棟東端にそのまま
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便所があり北病棟東端に便所はないと観察し、北病棟西端に便所が新設された可能性
があり、北棟と南棟の中庭にかかってその西部に寄棟屋根平屋建の洋館である推測す
るに病院本館が新築され、南北両病棟中庭の東部の付帯建物は屋根より7段高い小
屋根は撤去されているがその他そのまま使用され、但し、東北隅の付帯建物は解体撤
去されており、病院の建物建築平面の東北隅の法面には傾斜の急、な階段と連続して建

物建築平面に門扉が建設されている、と推測し1、明治24年(1891年)9月11日第五高
等中学校医学部を浦上山里村に移転し、佐古の旧長崎医学校施設即ち旧長崎医学校
の敷地と旧長崎医学校の二階建洋館の講堂棟の建物と旧精得館の分析究理所の建物
の二棟の建物を以って臨床講義の為の分教場とし、明治27年(1894年)9月11日第五

高等中学校医学部を第五高等学校医学部と改称、明治30年(1897年)6月京都帝国大
学倉1信斐(これにより帝国大学を東京帝国大学と改称)、明治30年(1897年)12月8日長
崎梅毒病院が長崎駆梅院と改称(治療を主とする)、明治32年(1899年)3月25日長崎
駆梅院を長崎県立駆梅院と改称、明治34年(1901年)3月31日第五高等学校医学部
を長崎医学専門学校と改称、明治34年(1901年)6月28日長崎県立駆梅院を県立長
崎娼妓病院と改称、明治35年(1902年)4月長崎病院が長崎県西彼杵郡浦上山里村に
新築竣工して開院、

明治36年(1903年)4月京都帝国大学福岡医科大学開設、

明治39年(1906年)6月1日(長崎市佐古尋常高等小学校)長崎市佐古尋常高等小学
校が医学校分教場跡地に開校(長崎市佐古尋常高等小学校は旧第五高等学校の分教
場の敷地と長崎医学校の二階建洋館の講堂棟の建物と精得館の分析究理所の建物の
二棟の建物を継承し活用して開校する、長崎娼妓病院は旧病院の地に継続)、明治40
年(1907年)9月30日(長崎市佐古尋常高等小学校)増築二階建校舎1棟6教室及び
便所約8坪落成、明治42年(1909年)9月30日(長崎市佐古尋常高等ノい学校)増築二
階建校舎5教室落成、

明治44年(19Ⅱ年)1月九州帝国大学設置、

明治45年3月[私達は、古写真『第二回尋常科高等科卒業生』と古写真『西洋腎學発祥
地遺跡(現長崎保健組合小島病院)』(昭和11年長崎県史蹟名勝天然記念物第八輯)
と他の古写真と長崎市の発掘の状況の比較より、当時、県立長崎娼妓病院について、
平屋に改築した北病棟が寄棟屋根に改築されて残存し、北病棟の北面に窓がなく、平
屋に改築して西部を短縮した南病棟を解体し、南北両病棟の中庭の中央部から解体し
た南病棟付近にかけて、新しく寄棟屋根の二階建洋館が建築されており(病棟か)、こ
の頃には、病院建物の敷地を西側に拡張して病院建物敷地区画外の近傍西南に位置
した井戸を病院建物敷地区画内に取り込んでいる可能性がある、周辺一帯が住宅地と
なったことに対応して区画内に取り込んだか、と推測し]

大正7年(1918年)4月1日県立長崎娼妓病院を県立小島病院と改称、
大正8年(1919年)4月5日(長崎市佐古尋常高等小学校)2教室増築落成、大正13年

(1924年)8月11日(長崎市佐古尋常高等小学校)本校西方隣接地305坪余を購入し
校地拡張、大正14年(1925年)3月31日,(長崎市佐古尋常高等小学校)鉄筋コンクリー
ト三階建増築校舎竣工(建坪286坪余)、大正14年(1925年)7月20日(長崎市佐古尋
常高等小学校)長崎医科大学所有の校地1572坪購入、大正14年(1925年)10月29
日(長崎市佐古尋常高等小学校)長崎医科大学所有の校舎二階建井東を返還移転、

大正14年(1925年)12月25日(長崎市佐古尋常高等小学校)高低二段の運動場,の改
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修工事竣工し面目一新、昭和6年(1931年)5月21日(長崎市佐古尋常高等)増築校舎
(206坪その他水洗便所井刺し、理科、手工、音楽、裁縫図画家事の特別教室新設し2
5周年記念式並びに落成式挙行、昭和8年(1935年.)9月20日[手厶達は、『長崎談叢第
十四輯昭和八年九月二十日発行』口絵「西洋腎學發祥地旧構」と長崎市の平成28年
度の発掘調査の状況より、当該旧構図及び林郁彦氏執筆の本文記事において小島病
院の建物敷地の東部が養生所の病院建設の後に拡張されているとしていることについ
て、当該筆者等が、長崎市の平成28年度の発掘調査で検出された当該敷地の東北部

の敷地内側の南北方向の東面した石垣について、存知していたことによる可能性があ
る、と推測し]、[手厶達は、複数の古写真の比較より、大正11年(1922年)3月から昭ネm
0年(1935年)3月までに旧分析究理所敷地北面石垣法尻付近の長崎市佐古尋常高等
小学校運動場中央部を50cm程度切土して平坦に造成し当該法尻下部にコンクリート
を施工している、と観察し]、

昭和11年(1936年)現在長崎保健組合小島病院であり、[私達は、写真『西洋腎學発祥
地遺跡(現長崎保健組合小島病院)』(昭和11年長崎県史蹟名勝天然記念物第八輯)
と他の古写真と長崎市の発掘の状況の比較より、当時、長崎保健組合小島病院にっい
て、平屋に改築した北病棟の西部が短縮されているか解体撤去されて残存するか跡に

新しく建物が建設されており、寄棟屋根平屋建の洋館(病院本館か)が残存、南北両病
棟の中庭の中央部から解体した南病棟付近にかけての寄棟屋根の二階建洋館(病棟
か)が残存、病院建物敷地の西部の一段低い一帯が最も最近に拡張された建物敷地
区画であり、病院建物敷地区画外の近傍西南に位置した井戸を当該区画内に取り込ん
でいる、と推測し]

昭和12年(1937年)から昭禾m3年(1938年)東方臨接民有地ニケ所を学校用地として
長崎市に所有者移転(旧土地台帳)、昭禾口、13年(1938年)1月5日(長崎市佐古尋常高
等小学校)運動場拡張工事完了(317坪)、昭和16年(1941年)4月1日長崎市佐古尋

常高等小学校を長崎市佐古国民学校と改称、
昭和22年(1947年)4月1日長崎市佐古国民学校を長崎市立佐古小学校と改称、
昭和25年(1950年)6月20日精得館の分析究理所の建物の解体工事に着手(精得館
の分析究理所の建物は、当時、職員室として使用されていました)、

昭和25年(1950年)10月5日(長崎市立佐古小学校)運動場拡張工事完工、
昭和28年(1953年)5月13日(長崎市立佐古小学校)旧小島病院の敷地の長崎市へ
の払下げが確定(旧小島病院の敷地は長崎市立佐古小学校の敷地となり建物は、南
校舎と呼称)、昭和30年(1955年)3月8日(長崎市立佐古小学校)南校舎解体作業開
始、昭和32年(1957年)3月1日(長崎市立佐古小学校)南校舎の敷地に鉄筋二階建
校舎(6教室及び講堂)落成、落成式並びに創立50年式典挙行、昭和45年(1970年)1
1月22日(長崎市立佐古小学校)木造校舎中央部(職員室、校長室、保健室、放送室、
給食室、普通教室5)の解体、昭和46年(1971年)3月31日(長崎市立佐古小学校)改
装工事コンクリートニ階建(職員室、校長室、保健室、放送室、普通教室3)完了、昭和4
8年(19乃年)8月21日'(長崎市立佐古小学校)木造校舎2教室取り壊し、校舎改築工
事開始、昭和49年(1974年)3月30日(長崎市立佐古小学校)鉄筋コンクリート校舎竣
エ(普通教室9、家庭科室、理科室、音楽室、地階くつ置場)、昭和50年(1975年)8月2

7日(長崎市立佐古小学校)校舎解体作業始まる(旧木造校舎1棟、旧鉄筋校舎)、昭
和52年(19刀年)4月25日(長崎市立佐古小学校)プール建設工事着工、昭和52年
(1977年)7月29日(長崎市立佐古小学校)プール完成、昭和52年(1977年)9月7日
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(長崎市立佐古小学校)プール落成式、平成元年(1989年)3月31日(長崎市立佐古小
学校)運動場道路取付工事完成〆
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長崎市の養生所八長崎)医学校等遺跡の取扱いと
長崎市立仁田佐古小学校建設及び外周道路拡幅建設の推進の概略

2017年(平成29年)10月29日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

長崎市は、当該遺跡の地である佐古小学校と250mの近隣の仁田小学校の新設統合
等による小学校建設の用地選定にあたり、江戸期と明治期の築造と推測できる敷地外
周の石垣群が現存し、長崎日々新聞の記事で昭和8年に長崎県より文部省へ「西洋轡
學の發祥地」小島病院を文部大臣宛史蹟指定申請した絲吉果不明)ことが周知されてい

る処、2010年2月より地元自治会及びPTA関係者に第二次適正配置計画の説明を開始、

2011年8月19日[平成23年度第1回長崎市小中学校適正配置検討会議会]を開催(【議
題】佐古小・仁田小統合計画について(案)【会議の趣旨】第1案一佐古小に新設校を設
置する案、第2案・・仁田小に新設校を設置する案、を提示し、市としては第1案をもって

地元との協議に臨んでいくことについて、庁内関係部局への周知及び意見等を伺っナニ。

0主な内容・平成14年頃仁田小校舎とグラウンドとの間の市道を拡幅してほしいとの要
望があった力赴也権者の反対でストップしたことがある。バスを通してほしいという声も

あった。敷地の使い勝.手から言えぱ佐古小の方だろう(本田土木部長)・佐古小に新設
校を設置する方がいい。仁田小跡地は道路拡幅のための移転交渉の代替地や公共用

地としても使える(御所建築部長)・一例えぱ仁田小の耐震補強はH25~26の計画であ
るが地元から耐震化工事を要望される可育計生もある。二重投資にならないように一定整
理しておく必要があるだろう(溝田総務部長)・佐古小に設置するとすれぱ、星取町から

の1年生にとっては負担が大きい。バス利用や通学路の安全について考える必要があ
るのではないか(小田総合企画室長)・統廃合を進めるにあたっては、学校区域の変更

も視野に入れて検討していく必要があると考えている(馬場教育長)・学校は地域コミュ

ニティの核である。地元は学校環境や生活環境を良くしてほしいと考えている。通学環

境は今以上に良くしていかないといけない。地元とは、まちづくりの視点で話していく必
要がある(佐藤都市計画部長)・新築か改築か、道路の問題等、タイミングがある。また、
仁田小ではだめなのかという反対意見も想定して対応を考えておく必要がある(三藤副

市長) 0結果・今後地元へは2つの案を提示したうぇで、市としては第1案をもって地元
との協議に臨むことで委員の了解を得ナこ。《今後の検討課題》・統合校が、仁田小に建

設できない理由の整理。・バス通学の検討(現状4キロ以上の縛りあり)。)、2011年11月
18日[第1回佐古小学校・仁田小学校合同説明会]を開催して以降保護者に説明又保
護者アンケートをとり関係者への結果報告又関係者と意見交換を行い、2013年6月23日

[第2回佐古小学校・仁田小学校合同説明会]を開催、2013年8月27日[第1回佐古小学
校・仁田小学校統廃合地域懇話会]を開始、2014年3月13日[第1回佐古小学校・仁田

小学校統廃合検討協議会]を開始して、学校建設とその付帯事項としての佐古小地区
への普通車にとって唯一の進入路の通学路の安全及び工事車両の進入に対する拡張
や佐古小外周道路拡張や校区内星取町方面への公共交通の導入などを協議するなか、

養生所等/長崎医学校等遺跡(佐古小校地とその外周道路一帯:養生所医学校等敷地
とこれに由来する外縁構内道路:を中核区域とする)については"1射也"としての認識の

みで"遺跡"としての認識に至らず、2014年Ⅱ月13日[第4回佐古小学校・仁田小学校統

廃合検討協議会]1こて小学校建設の用地を当該遺跡地である佐古小学校(当時)1こ決
定、2015年3月23日市教育委員会(施設課)が『埋蔵文化財事前審査原則を発出、4月1

日~9日市文化財課が養生所の病院敷地を試掘調査、4月15日市文化財課が県教育
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長に"遺跡発見"を通知、5月15日長崎市長が伺により新設校設置場所について「現在
の佐古小学校敷地に新校舎を建設する」と決済、5月18日長崎市と長崎県は養生所の
病院敷地一帯を「周知の埋蔵文化財包蔵地」1こ決定、以降、2015年8月17日~10月23
日に市文化財課が養生所等の病院敷地一帯西部を発掘調査して江戸期から現代まで
の遺構を検出、この間、10月20日に市文化財課が現地説明会を開催、以降、長崎大学
や私達より遺跡保存の要望が表わされ、一方、市文化財課は2015年の5か所の試掘調
査の結果限死存の校舎建設時において大規模な土地削平がなされており養生所の医学
所や精得館の分析究理所の遺構は残存していない可能性が高いことが判明した。よっ
て、念のため旧校舎解体時および新校舎建設時に工事立会で対応する予定とする」とし
2016年1月20日諸'市経営会議ゾ1、島養生所跡遺構等の取扱いについて]を開催(【結

果】学校建設はこれまでどおり進めながら、まずは記録保存を行う。露出保存について
は、平成28年度に実施を予定している既存体育館下の埋蔵文化財本調査終了後に遺

構の評価を行って、その結果を踏まえて検討する。【意見等】0露出保存を前提にして
いるが、その必要性を判断できるだけの根拠が示されていない。/0この遺構がどぅいう
価値があるのかわからない中で、学校建設を優先するか、小島養生所跡の遺構を優先
するかと言われても判断のしようがない。/0露出保存はできるということだが、それを
すべきかどうかは別問題である。/0今後の発掘調査で重要なものが出てきた場合に
は、国指定史跡になる可能性があるということか→可育計生はゼロではないと思う。0そ
の場合に、国指定史跡の上に学校を建設すること自体は問題ないのか才遺構に影響を
与えない範囲で建設される場合は問題ないと考えている今基礎等の掘削をしないとい
けないので、国指定史跡の上に建物を建てる場合はある程度壊すという前提でないと
建設はできないと思う→ただし、現時点では、国指定史跡になる確率はかなり低いと考

えている。/0評価に関してだが、遺構の評価だけではなく、日本史や世界史における
小島養生所自体の価値はどうなのか。(以上抜粋)、等検討し結論されましナこ)、2016年
3月31日長崎市長が『小島養生所跡遺構等取扱い方針について(伺)』により「1.学校
建設を優先して進める 2.まずは記録保存を行う 3.露出保存については、平成27、
28年度の発掘調査終了後に遺構等の評価を行い、その結果を踏まえて検討する」と決
済、、2016年4月1日長崎市立仁田佐古小学校が旧仁田小学校地に開校、2016年8月17
日~2017年2月15日に市文化財課が養生所棟の病院敷地一帯東部を発掘調査して江
戸期及び以降の遺構を検出、2016年12月8日[長崎市文化財審議会]開催(く質疑応答
>・図面、地図、写真等の分析不足との指摘あり。・【会長】本来はその地で繰り広げら
れたもの全てについて時代順の変遷をまとめてから調査を行うべき、取っかかりの部分
で小島養生所の時代に集中してしまった、この地域の中で小島養生所のことだけを考え
るのか、小島養生所を含めた変遷過程をこの地域で理解するための場所として遺跡を
捉えるかの問題。・いろんな専門家が長崎にはいる。それらの意見や矢略哉を集めてから
遺跡を保存するしないの話になるのではないか。・今のところ時代ごとのレイヤ「の整
理ができておらず、また、小島養生所以外のものについても整理されていない。・どぅい

う意味で遺跡として残していくのかを考えなけれぱならないが、なぜ調査が進んでいな
いのか。早く終わらせてくれないと次の議論に進めない。・地形の変遷を把握した後で、

建築物のことを考えるべきだ。・国指定史跡にすべき。国の登録なども考えられる、県
の指定もある、市指定に捉われない議論が必要ではないか。'【会長】報告書などが出
されていない中で、審議会において小島養生所跡が指定になり得るという判断は今の

段階ではできない。しかし、これだけの委員が真剣に検討している、というこの状況を事
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務局にはご理解いただきたい。・古い時代において現地の石を使った場合、もともとの
土壌と同じなので、発掘の際に削ったりすると混乱して混ざってしまい、時代がわからな
くなってしまう。発掘の際に石の種類を見ることができる人がいるのか。/※筆者注:長

崎市文化財審議会四十年来で初めて養生所等遺跡を議題に取り上げたと云います)、
2016年12月13日[小島養生所跡遺構の取扱いに係る文化庁との協議](場所.文化庁/
参加者:文化庁文化財部記念物課、長崎県学芸文化課、長崎市文化財課、長崎市教育

委員会施設課/【協議結果】体育館建設予定地における遺構の残存状況がよくないこと
から、国登録記念物にはなり難い。【主な協議内容】・学校建設と遺構との併存をどのよ
うに考えているのか⇔現時点での基本設計(案)により説明。体育館建設予定地におけ

る遺構の一音阪養生所北病棟西面石垣、建物基礎の一音円の露出展示を行い、その他
の遺構については、埋戻し保存を行ったうぇで遺構に影響が内容学校建設を進めたい

(施設課)。・当該遺跡について、二階に体育館を乗せることで基礎が必要だが、たとえ
遺構をかわして基礎をうつにしても、遺跡全休が破壊されていることになる。・引き続き
調査、遺跡の確認を行うこと。顕在化にあたっても必要なことではないか。※筆者注:遺
跡全体q左古小学校地)を簡略に説明したが協議対象は体育館建設予定地(南敷地)の
主に江戸期の養生所の病院の建物の基礎等の遺構との事です)、[2017年2月3日九州
考古学会会長小池史哲氏が長崎県知事中村法道氏・長崎県教育委員会教育長池松誠
二氏・長崎市長田上富久氏・長崎市教育委員会教育長馬場豊子氏宛『長崎市小島養生

所跡・医学校跡の調査と保存に関する要望書』を提出(「九州考古学会は、地下遺構、
周囲の石垣等地上遺構の遺構全体を医学史上の重壁史跡として保存し、遺構の本質
的価値を損ねることなく現地保存することこそ、長崎市にふさわしい文化財保護の実現

であると考えます」と言及し、「国や県など上位の文化財関係部局の指導を仰ぎ、調査

にあたっては指導委員会等を設置し、これを踏まえて具体的な保存計画を策定するこ
と」「小島養生所跡・医学校跡およびその周辺に展開する関連遺構を含めた施設の全体
像を明らかにし、その調査過程で説明会等を開催して成果を公表する事」等要望してい
ます)、2月15日[第5回長崎市仁田佐古小学校校舎等建設計画地域懇話会]を開催
(出席した委員より「今東京の方で、例えぱ豊洲で建物を建てて、空気が汚れているなど
色々あるが、養生所跡で薬がまかれているなど、そういったことは全くないのか。土壌汚

染などはどうなのか」と土壌汚染の可能性への指摘がありました)、2月19日日本医史学
会理事長小曽戸洋氏・洋学史学会会長沓澤宣賢氏が長崎県知事・長崎県教育委員会

教育長・長崎市長・長崎市教育委員会教育長(以上前出)・長崎市文化財審議会会長下
川達彌氏宛『長崎市旧佐古小学校校地の養生所遺跡群の調査と保存に関する要望書』
を提出(遺跡保存の要望のほかに「養生所遺跡群と小学校の共存は、観光客が多数押
しかけるだけでなく、養生所、梅毒病院、小島病院、分析究理所、解剖所での薬品使用.

と石組や不明の排水施設による土壌汚染は確実であると考えることができるので無理
であります」と言及しています。※筆者注:江戸期及び医学伝習期より現代初頭に日本
でぺニシリンが普及するまで、梅毒治療薬として水銀化合物が使用され1910年にドイツ

帝国の工ールリッヒの研究室で秦佐八郎が開発したサルバルサンは砥素化合物による
ものでその特効薬となり国産品も生産され日本に普及しました。これらの薬品は水溶液
とするなど処方に調合作業を伴い土壌汚染の蓋然性が高いと考えます)、2月24日一般

社団法人日本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会委員長藤沢敦氏が長崎市長
田上富久氏宛に去る2月10日の三名の派遣委員の小島養生所跡・医学校医跡調査現

場の現地視察についての『御礼状』を発送(「今回の視察を通じまして、当該遺跡の学術
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的な重要性をますます認識いたしました。当埋蔵文化財保護対策委員会といたしまして
は、遺跡の綿密な調査とともに、可能な限り現状保存されますようご尽力いただきますこ
とを、切にお願い申し上げます」と要望しました)]、

2017年第1回長崎市議会定例会(2月22日~3月16日)までに、校舎建設のない佐古小
運動場一帯即ち明治期に造成された医学校敷地及び外周道路については試掘発掘両
調査がなされないまま、遺跡を破壊して行う二つの工事即ち佐古小校地への学校建設
とその付帯事項である外周道路拡張工事の計画と進行について、順次、主要な行政判
断(市長決済、都市経営会議、部門長決済、文化財審議委員会)と議会への議案提出と
議会の議決を進行し、2016年4月1日長崎市立仁田佐古小学校が旧仁田小学校地に開
校、9月旧校舎解体に着手、2017年5月に解体工事立会で分析究理所敷地西面の石垣
を発見、6月5日養生所の病院敷地一帯を「長崎市史跡」に指定、更にその範囲を分析

究理所一帯に拡張する予定とし、発掘調査の範囲を分析究理所の一帯と一部明治期
の医学校敷地に拡張し、7月Ⅱ日「周知の埋蔵文化財包蔵地」の範囲を旧佐古小学校
地全域に拡大、9月にかけて精得館の基礎周辺遺構及び遺跡全域に亘って江戸期から
明治期の遺構と遺物が分布すること及び精得館の基礎周辺遺構を確認、長崎市議会
は9月定例会に提出された佐古小校地の地盤の調査より追加工事となった第92号議案
仁田佐古小学校建設特殊基礎工事の請負(コンクリート杭打ち工事:147β72千円)につ
いて9月13日教育厚生委員会が私達を含む長崎市民三団体の遺跡保存の陳情につき

各参考人を招致して審査い4日当該議案を全会一致で継続審議とし、長崎市文化財課
は9月末に向けて発掘調査を加速して遺構の実態解明の範囲を拡張し、養生所の病院

敷地東部に新たに建物基礎と石垣を検出し又養生所の医学所から精得館の分析究理
所に至る石垣や階段を検出するなど遺跡の造成構造に関わるすぱらしい成果を上げ、
しかし一方、9月19日~22日(第4週)には外周道路工事(120,000千円)で当該遺跡で初

めて土壌の撹乱がないと考えられる一帯と医学校正門両翼の石垣であると考えられる
遺構の破壊を始め、25日本会議において当該議案の継続審議を議決、28日長崎市文
化財審議会が遺跡の現地見学を行い「残すべき価値がある」とし、保存方法や学校建
設の判断は市側に委ねます。

9月末には長崎市文化財課長も旧佐古小敷地外周の旧医学校の正門両翼の位置に現

存する石垣につき明治初期の長崎の医学校の遺構であると認めています。
私達は、9月末以降、長崎市に、学校建設工事が遺跡保存の観点から市議会によって
停止している以上長崎市が学校建設の付帯事項と認識する外周道路工事を速やかに
停止するよう要望しています。

2017年10月24日(火曜日)現在、長崎市は外周道路拡幅工事を停止していると聞きます。
'2017年10月末現在、私達は、"[佐古小学校・仁田小学校統廃合検討協議会]の委員
が、佐古小は養生所/(長崎)医学校等跡地なので何か(遺跡として遺構や遺物力勺でる
のではないか、と話し、話は長崎市の統廃合検討協議会の担当者も聞いて知ってい

る。"と聞いています。
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私達の養生所/(長崎)医学校等遺跡等に関する要望の基盤となる事象
2017年(平成29年)10月29日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達は、当該遺跡地である佐古小校地とその外周道路への佐古小と仁田小の新設統
合校である長崎市立仁田佐古小学校の建設整備計画及び外周道路拡幅建設計画に
対して当該遺跡の保存と活用を実現する為に、2015年10月20日の長崎市の当該遺跡
の発掘調査の現地説明会を契機に、2016年1月に当会を結成、4月の長崎市立仁田佐
古小学校設置開校の後、7月に仁田佐古地区ふれあいセンターでシンポジウム「養生所
遺構を考える」を開催して以来、一貫して、長崎市、長崎県、長崎市議会に、複数の要
望書と陳情書で、現代の建物を建て道路を造る土地と遺跡を保存し活用する土地を区
別し、即ち、遺跡の保存と活用と開発事業の二つの公益の完全な両立、即ち、当案件で
は、安全安心で完全な小学校建設と現存する遺跡への一部でも損壊や滅失によって失

われることの無い完全な遺跡の保存と活用(保存、保護、整備、公開)の観点より、二っ
の公益につぃてそれぞれの適地での実現、即ち、旧佐古小学校地とその外周道路を中

核区域とした養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と保護と整備と公開と旧仁田小学校
地での長崎市立仁田佐古小学校の運営を要望し、又、遺跡を破壊して行う旧佐古小学
校地外周道路拡幅建設工事の中止を要望してきました。
私達は、遺跡保存と新設校運営の諸事象を勘案して、私達の要望を構成しています。
私達が勘案する主な事象は、1)当該遺跡にっいて、現状保存すべき重要な遺跡が

旧佐古小校地及び外周道路を中核区域として存在すること、2)新設統合校の小学校
用地及び付帯事項に係る旧佐古小と旧仁田小の双方の.校地等の実態比較について、

①地理上の立地と地形の安定性(旧佐古小地区は単一の小さな佐古丘陵の北部の先
端部の狭小な平坦部に位置し東西が急峻な下り斜面を形成し、土地として安定性に欠
け、旧仁田小地区は佐古丘陵南部の背後の山稜地帯の北端部の小盆地に位置し校舎

敷地周辺の下り斜面も比較上緩慢で運動場は盆地の底部にあり、土地として安定性が
ある)、②一帯の地面の安定性(どちらも一帯が江戸期からの畑地であるが旧佐古小地
区は急斜面で不安定L旧仁田小地区は比較上緩斜面で比較上安定)、③敷地造成の
現状(旧佐古小校地は江戸期から明治初期の造成であり、同一建築平面内での造成に
より切土部と盛土部が交錯し均一でない、旧仁田小校地は校舎敷地が現代の切土であ
り運動場は大きな造成がなく比較上均一と考えられる)、④地盤の状態(旧佐古小校地
は予定より岩盤が深く地盤の状態が良くないことが判明している、旧仁田小校地は校舎

敷地が現代初頭に8m程か切土され又運動場も岩盤が浅い可能性があり比較上地盤
の状態が良い可能性がある)、⑤校地の平面構成(旧佐古小校地は平面が狭い段丘状
で校舎設計が複雑となる、旧仁田小校地は平面が広く堅牢な設計が容易)、⑥土壌汚
染の蓋然性(旧佐古小校地は江戸期から現代初頭にかけての約90年間の病院又梅毒
病院としての土地の履歴より梅毒治療薬である水銀化合物及び砥素化合物による土壊
汚染の蓋然性が高い、旧仁田小校地は校舎敷地が現代初頭の切土及び運動場一帯
は畑地としての土地の履歴より土壌汚染の原因が不在で土壌汚染の蓋然性が低い)、

⑦校地一帯の道路事情(旧佐古小地区は狭小な平坦部にほぼ校地の外周に普通車の
通行が唯一可能な単一の進入経路を有する外周道路を生活道路と路地により袋小路と
して形成するのみ、旧仁田小地区は校地が二本の補助幹線街路として使用される道路

に接する)、⑧校区の実相と相対的学校位置(現仁田佐古小校区.南北へ長く、南北長
340om東西幅70om標高北音mm~南部250m程、小学校所在:校区北辺から旧佐古
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小:50om標高34m程旧仁田小乃om標高55m程)、及び、3)新設統合校の小学校用地
及び付帯事項に係る旧佐古小と旧仁田小の双方の校地等の運営上建設上の比較につ
いて、..学校等大規模施設の災害に対する安全(旧佐古小地区は丘陵頂部の平坦部
が狭小で地区への進入路と外周道路を拡張しても袋小路である実態は改善されず学校
等大規模な施設への災害への救援活動が限定的、旧仁田小校地は二本の補助幹線
街路として使用される道路が接し比較上学校等大規模な施設への災害への救援活動
が開放されている)、b.学童の学校生活上の安全(旧佐古小校地での小学校と遺跡活
用の並存で地区への不特定の訪問者が増加し学童の学校生活上の安全への不確実

性が飛躍的に増大する、旧仁田小地区から旧佐古小地区への唯一の狭小な車歩共用
の進入路に生徒数の多い旧仁田小の学童の通学が集中することによる通学上の不安
全の増大)、C.学童の学校生活上の健康被害の可首計生(旧佐古小校地は土壌汚染の
蓋然性が高い、旧仁田小校地は土壌汚染の蓋然性が低い)、d.学童の校区内居住分
布(2013年5月現在佐古小76人仁田小182人)、e.学童の通学環境(旧仁田小から南部
の星取山頂下へ小学校一年生が登り帰宅するのに徒歩1時間20分程掛かる、毎日遠

足で通称地獄坂などあり夏など真っ赤な顔をして登ってくる、と云います)、f.地域の避
難所及び緊急避難場所としての適性と必要性(旧佐古小地区は丘の上にあ,り避難所及
び緊急避難場所として登り1こくく集まりにく代替地として低地に平地と大きな公園がある、
旧仁田小地区は小盆地に位置し避難所及び緊急避難場所として降りやすく集まりやす
く他に代替地がない)、g.将来に亘る相対的な学童の学校生活及び家族の学童の学校
生活支援及び地域の中核施設としての複合化や合築への利便性確保(地理上地形上
の限界より旧佐古小地区は大きな道路が造り難く道路や公共交通他の都市計画上の
改善の効果が及びにくく旧仁田小地区は大きな道路が造り易く同改善の効果が及びゃ
すぃ)、h.小学校建設の設計・建設工事の容易さや安定性や安全性'(旧佐古小校地は
土地の状態及び遺跡保存と活用と学校建設の並存による制限に関わる施設の安全性
堅牢性確保、周辺住宅地の安定性、工事車両通行の為の道路拡張の必要及び狭小な
道路への工事車両の通行に関わる安全に難点がある、旧仁田小校地は遺跡が不在、
土地の状態に関わる施設の安全性堅牢性確保と周辺住宅地の安定性に利点があり、
工事車両通行の為の道路拡張が不要で工事車両の通行が安定している、と利点があ
る)、i.小学校建設の発生費用対効果(旧佐古小校地への学校建設上の難点と旧仁田
小校地への学校建設上の利点により比較上明らかに旧仁田小校地への学校建設が費
用対効果が高いと推測できる)、との観点より旧仁田小校地が小学校建設の適地であ

ると考えること、j.外周道路にっいて、外周道路への進入路が旧佐古小学校の解体工
事の必要により拡張され大型車両の通行が可能となった現在、地区の住宅火災につい
て私達が提案する消火栓の増設や自走式噴水機の配備等の代替改善策を必要としな
がらも、救急搬送や消防活動等緊急車両の活動が可能となり、他地区と連結する主た

る市道で狭部に2.7mの道幅を有する現在の構造のまま将来的な関連事象の改善で
一方通行の形成等地区の自動車交通の実用に耐え、他は隣接して居住する人々が現
在現状維持を求めている車道と相容れない地区の人々の健康と交流の場として不可欠
の生活空問である路地のまま存続し得ると考えること、です。

私達は、学童の学校生活区域の近隣に位置する身近な遺跡における遺跡の遺跡として
の保存と保護と整備と公開は、学童の教育上の観点から優れていると考えています。
私達は、私達の生活区域の近隣に位置する身近な遺跡における遺跡の遺跡としての保
存と保護と整備と公開は、私達の現代の生活において、私達を私達の"自己認識(アイデ
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ンティティ:identity)"の理解と形成へと導き、私達に私達の将来を示唆すると考えます。
長崎市の遺跡地に於ける学校建設工事と外周道路拡張工事は、例え、遺跡の一部の
遺構を保存し顕在化したとしても、遺跡の遺跡としての姿をほぼ完全に粉砕します。

私達は、遺跡/埋蔵文化財の保存保護と開発事業の計画との円滑な調整にっいて、文
化庁が1997年以降2008年にかけて複数の"文化庁次長通達"や"埋蔵文化財発掘調査

体制等の整備充実に関する調査研究委員会の報告書"を通じて、公共工事である開発
事業について開発関係部局と文化財保護担当部局との定期的な連絡調整の場を設け

て計画の初期段階にあるものも含め、できる限り長期間にわたって事業の計画を把握し
て情報交換を行い、埋蔵文化財行政の基本、本来のあり方にっき、埋蔵文化財の所在
の正確な把握と現状保存と適切な活用にあ,ると位置づけ、埋蔵文化財行政の4つの各

段階と対応する発掘等調査につき、把握・周知/調整:行政目的調査(分布調査、試掘・
確認調査)、保存:保存目的調査・ヨ酸剥呆存調査、活用:活用のための調査と整理して
周知し、事業計画との円滑な調整を図りつつ、重要な遺跡については史跡指定を図る
等により現状保存し、積極的に公開・活用することと求めている処、長崎市は、公共事
業たる開発事業と遺跡保存について開発関係部局と文化財保護担当部局との定期的
な連絡調整体制をとらず、計画の初期段階にあるものも含めた長期間に亘る事業の計
画の把握を行わず、遺跡地に於ける学校建設用地決定の後に遺跡の調査を開始し、開
発事業計画の進行に対し、遺跡の実態の正確な把握が遅行したこと、遺跡の全体的な
把握が遅れたこと、が、今回、本来行政措置と不可分に結びついている各段階で行わ
れる「調査」が、行政から切り離され、埋蔵文化財行政の4つの段階の適切な遂行が不
可能になり、遺跡の保存保護と開発事業との円滑な調整が途絶し、未指定の文化財た
る記念物、しかし重要な当該遺跡、が破壊され始める結果を招いた原因と考えます。
私達は、小学校建設の建設用地選定にっいて、『小学校施設整備指針』(平成28年3
月文部科学省大臣官房文教施設企画音円の記述に反し、合理性と有用性について万
全ではなく、合理性と有用性を欠いていると感じています。
私達は、長崎市の当該の市政運営について、事前の諸事象への評価が不足する実態
が、各局面の合理性と有用性の欠如をもたらし、混乱を招いた、と考えます。

私達は、県外の複数の識者から、長崎市の当該遺跡の取扱いについて「「史跡」は、対
象の土地の範囲を指定して、遺跡としての構造即ち土地の造形及び地下遺構及び地上

遺構(建物や石垣等)を共に現状保存する記念物たる文化財の保護の措置であり、国
指定でも市指定でも「史跡」に指定して且つその指定範囲内に開発行為を行うなど普通
は考えられない」と拒絶の見解を得ています。

"三酸剥呆存調査"は、試掘・確認調査の成果を踏まえて開発事業者と調整を行い、その
結果、やむを得ず現状で保存を図ることができない埋蔵文化財について、都道府県また
は指定都市の教育委員会(以下「都道府県教育委員会等」という)による指示等に基づ
き、開発事業者の委託により実施される発掘調査であり、実態は遺跡の破壊であり、完
掘することにより遺跡のもっ情報を過不足なく得る必要があります。記録保存の措置を
執るという行政判断は下されているが、調査開始後に試掘・確認調査では予測できな
かった成果等により重要な遺跡であると判明した場合、開発事業者等と再調整を行う必

要があり、その結果によっては、記録保存する旨の方針を変更することもあるため、調
査の進行に伴って適切な行政判断が求められます。

"移築保存"も"記ε剥呆存"と同様に、実態は遺跡の破壊です。

( 3/4 )



私達はイ皆様に、養生所/(長崎)医学校等遺跡にとってなにが相応しいことなのか、共
に考えて欲しいと願っています。

以上

( 4/4 )
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・長吟嘆¥ぱ第'ヒー敷地建物略図(明治・i5年現在)
昭和三十六年三月三十一日発行

旧長崎市立佐古小学枝の北専如也脹崎県長崎市西小島町伺の北面の西部の石垣の実測、及び既存の図面との比較
日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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旧長崎市立佐古小学校の北敷地脹崎県長崎市西小島町16)の西面の北部の石垣の実測、及び既存の図面との比較
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佐古分校大正6年d917)卒業ア
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護二整備・公閑にっいて
養生所は、幕末、幕府が行う長崎海軍伝習のうちに成立した医学伝習が、海軍伝習閉
鎖後、幕府により独立、佐古の丘に設立され、精得館、明治に入り長崎府医学校等とな
り現代の長崎大学医学部や薬学部に継承されます。長崎海軍伝習では、同時に、飽の

浦に長崎製鉄所惟鵬仂靖受立され、明治中期以降三菱長崎造船所に継承されます。
医学伝習は日本で最初の近代西洋医学の教育、養生所はアジアで最初の教育病院

附属の医学校、長崎製鉄所は日本で最初の蒸気動力で稼働する近代西洋式工場です。

長崎海軍伝習は、幕府による近代西洋海軍力の創始であり、日本開国即ち条約による
国交樹立と開港による自由貿易による国力の蓄積、その基盤となる日本で最初の体系
的な近代西洋科学技術の導入で、幕府とオランダ国の協力による日本で最初の国際協

業で雄藩も参加、日本の国として初めて具体的な西洋文明の受容に取組み成功します。

長崎は蘭学の咸熟東漸等江戸と結ぶ日本開国の母体/前線の軍事/情報/交易の都市、

日本開国や長崎海軍伝習は幕府による世界国力均衡中日本の存亡を賭けた国策です。

マルクスはエンゲルスに書簡で日本の開港を資本主義が地球を一巡したと注目します。

長崎海軍伝習と継承する施設で育った人々は、太平洋横断航海、幕府による関東での

フランス人の1窃力1こよる横浜製鉄所及び横須賀製鉄所幟疲艇趨廠、和刈輝横籬紕、眺岬珀*

最枷"剣繰雄二の建設と運営旧月j台以降の近代海軍、大学/文部省の設置と東京大学以下

教育、鉄道、造船/重機械工業、天文台と気象台、灯台と水路、医制/衛生行政/薬事行政、

博愛社催畔赤"初設立と、各界で近代日本の体制整備と世界水準の発展に貢献します。
長崎海軍伝習と医学伝習から養生所/精得館、長崎製鉄所、横浜製鉄所及び横須賀製
鉄所の歴史は、近代日本の基盤となり、私達の現代の生活に直結する歴史です。

幕府の近代西洋科学技術導入の事業は現在もよく創業の地に継続して運営され、故に、

当時の姿を残存するのはほぼ"養生所バ長崎)医学校等遺跡"のみと考えられます。
当該遺跡は、江戸期から明治期、現代初頭にかけて人々が活動した痕跡を、その活動
期間の主要な活動の全ての活動空間の範囲を中核地域である建物敷地と外周道路に

包含して現存し、一帯に主要な遺構と遺物が散在し、写真図面文献等資料も充実し、推

移と原状をほぼ憶測無く知ることができる、遺跡として完全な姿を有する遺跡です。
私達は、日本の近代現代を、中世の精神生活の変化等連続した道程によると捉えます。

2017年10月21日土曜日日本経済新聞は文化蘭で『文明開化の音江戸後期から打「明

治維新を機に近代化」より「連続性」重視』と題し、近年、日本の近代化、経済大国の原

流について、政治体制の「断絶」より社会思想経済等様々な分野で「連続性」を重視する

研究が主流になっている、2018年の明治150年に向け新たな視点に基づく出版が相次
いでいる、と三点の著作を例示し動向を伝えています。中世の研究にも進展があります。

私達は、当該遺跡について、医学は主に概念であり遺構として地味ですが、日本の開
国の遺跡であり近代西洋科学技術導入史上の近世から近代への「連続性」を表現する

日本と世界で唯一の遺跡、土地造成と建物等の推移の精度ある情報提供と憶測の余

地のない土地の造形の再建が可能な、遺跡として完全な存在であり、最初の病院は外

国人けヲ知が設計した日本で最初の建築である可能性を含み、特徴ある基礎を有し、

完全性と真正性を潜在、我が国の歴史の正しい理解のために欠かせず日本と世界の

人々にとって歴史上学術上価値が特に高い重要な遺跡、『長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺産』と間接に、世界遺産卵月j台日本の産業革命遺産』へ直接に連続し、文

部科学大臣が指定する『特別史跡』及び包含する特徴ある基礎は『重要文化財』及び活

用として新たに長崎より提案が可能な『日本遺産』の中核を構成する資産として相応しく、

世界に過去から現在迄の日本の国の在り方を発信する基盤となる遺跡と考えます。〆
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旧佐古小学校校地の養生所遺跡群の歴史的価値にっいて

長崎大学名誉教授、相川忠臣

出島に商館医として玲48年に赴任したオットー G.J.モーニッケは聴珍器
をもたらし、種痘を普及した日本近代医学のさきがけでありますヨーロッパ
と東アジアを知悉した国際医療人モーニッケの見た幕末の日本の医療は悲惨な
状況でした。梅毒、天然痘、ハンセン氏病のような伝染病の予防の公衆街ル行
政施策は皆無で、伝染病患者を語陛する病院もなく、国立医学校も医師国家試
験もないので今後の改善は望めないと彼の報告書にあります。そのような状況
を打破する兵本の近代医療革命は長崎の養生所を舞台に始まりました。

1.ボンぺによる近代西洋医学教育の倉喉合と日本全国への普及

ペリー来航により幕末の対外危機が頂点に達した胎勝年、日本海軍の設立
を目指した海軍伝習がオランダ政府の協力で長崎で開始しました。この日本と
オランダ両国の国際プロジェクトは、海軍設立にとどまらず長崎製鉄所と養生
所゜医学所を建立し、近代科学技術と近代医学を組織的に導入するもので、同
本の産業革命と医療草命の始まりでした。

1857年11月、 J.L.C.ポンペ・ファン・メーノレデノレフォーノレトは西役所で
医学伝習を開始し、 19世紀、自然科学の発達により大きく変貌した近代西洋
医学を系統的に教え明治から現在へと発展する日本近代医学の礎を築きまし
た。将軍御目見医師、松本則恒の協力を得て1861年9月、医学所に併設され
た124べツドの日本初の近代的西洋式病院、養生所を設立。養生所は小島佐古
の丘に建てられ、屋上には日蘭友好の象徴として日本とオランダの国旗がはた
めいていました。養生所において、ポンぺは侍・町人、日本人.西洋人の別な
く治療し、医師は自分自身のものではなく病める人のものであると戒め、民主
的な患者中心の医療を行い、封建社会に育った弟子達に衝撃を与えました。松
本良順は万人の健康を護る衛生思想と牛乳・肉食の普及に尽力し、彼の処方し
た安価な薬を提供し、貧しい人々の健康を護ろうとしました。ロシア兵の為の
稲佐マタロス休息所で検梅を開始、江戸根津の遊郭でも実施しました。
2.ボードインは最新の臓器別医学を教え、彼の弟子達は医療行政を確立。
ポンぺの跡を継いだA、R ボードインは検眼鏡、喉頭鏡をもたらし、最新の

臓器別医学を教えました。聴診器出現後循環器と呼吸器の診断と治療が進朱し

内科学が臓器別に進展。検眼鏡、喉頭鏡、跨胱鏡や子宮鏡のような光学機器と
各器官の組織染色技術の進歩で近代的眼科学、耳鼻咽喉科、泌尿器科学、婦人
科学に発晨しました。このような最新の臓器別医学にとどまらずおそらく最新
の医療法も彼により日本に伝えられました。養生所に分析窮理所を設置してK.
W.ハラタマを招聰。ハラタマは自然科学即ち物理学、化学等を医学.医療を
学ぶ前の予科として教え、養生所の調剤も担当しました。分析鰐理所跡は罫本
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の近代的な化学、物理学と薬学の発祥の地であります。養生所は精得館と改
名、明治維新後長崎医学校となりました。精得館頭取の相良知安はボードイン
からオランダの医療法を、大徳寺に寓居していたG.H.R フルベッキにアメリ
力憲法を学ぴ、人民の健康を護る医療法、磯制暑則を案出しました。相良は岩
佐純とともに維新政府に登用され、東京大学医学部の前身、大学東校を設立、
ドイツ医学を導入しました。大学東校にはポンぺの晨優秀の弟子佐藤尚中を、
大学南校にはフルベッキを教頭として迎え、日本の近代教育を担う大学を凱立
しました。近代教育もまた小島佐古の丘から発祥したのです。ハラタマは後に
大坂舎蜜局を設立、ボードインは大坂医学校を緒方惟準と共に設立してぃま
す。ハラタマの後任はユトレヒト陸軍軍医学校教官で、陸軍薬剤官であったA,
J、C.ヘーノレツです。長崎、京都、横浜で活躍、長与専斎のブレ」ンとして、
輸入薬物を検査する司薬場や日本薬局方の成立に貢献しました。ポンぺ、 ボー

ドイン、マンスフェルトに学び長崎医学校長であった長与専斎は文部省に出
仕、岩倉這欧使節団に加わり、英米独の医療を視察後、オランダで医療酷理制
度の実状を調査しました。長与専斎は帰国後、衛生局を創立し腎制を施行し、
東アジアで初めて万人の健康を護る公衆衛生行政を開始しました。寄制はオラ
ンダの医療法と相良知安の啓制暑則を参考にして作られたと思われます。

3・近代医学教育、近代教育、民主的な考え方、公衆衛生行政は小島佐古の
丘に発祥し、日本の近代化は長崎から東アジアに波及。

丸山公園に民主国家を夢見た坂本龍馬像、唐人屋敷跡には国民国家建設を目
指した孫文の像があります。長崎を訪れる東アジアの人々は、なぜ日本は先駆
けて近代化できたのかを昔も今も知りたいのではないでしょうか。日清戦争
後、近代化の方策を求め、多くの東アジアのエリートが日本に留学しました。
漠字交じりの日本語は蘭書翻訳に苦しむ過程で、オランダ語の影響をヰげ近代
化し何でも翻訳できるまでに進化しました。正に和華蘭チャンポン文化の精華
です0 数世紀かけて物理学、化学や医学の専門用語と概念が日本語に定着した
からこそ、海軍伝習後、速やかに近代科学技術や近代医学を導入できました。
開国後は自然科学のみならず、政治、法学、経済、語学、思想といった人文科
学分野の専門用語と概念が巨本語に速やかに取り込まれました。日清戦争後、
台湾と朝鮮に日本語による小学校から大学までの近代教育が定着、近代化の基
盤が作られました。中国では和製漠語が近代化の手助けをしました。小島佐古
の丘に発祥した近代教育、民主的な考え方と公衆衛生行政は日本全国にとどま
らず、広く東アジアに普及しました。朝鮮と台湾での公衆衛生行政により人口
が若しく増加しました。台湾では司馬凌海の薫陶を受けた後藤新平が民政長官
として活厩しました。養生所・医学所、分析窮理所は日本ぱかりでなく、アジ
アの国々にとっても医療の近代化の象徴です。
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経
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あ
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時
に
つ
泳
に
向
け
た
日
本
の

鞭
発
侃
点
で
も
あ
っ
た
と

い
う
ご
と
荏
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

は
過
去
の
出
島
商
館
員
ら
の

,
・
、
.
県
鱈
な
ど
を
来
日
前
に

読
ん
で
お
り
日
本
の
こ
と
も

意
外
と
よ
く
知
つ
て
い
た
。

,
姿
オ
ー
ル
コ
ヅ
ク
は
中
国

で
長
年
勤
め
荏
日
本
へ
異

動
し
だ
事
実
で
あ
る
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英
国
外

務
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^メ

ヒ
ニゞ塾二

0

明治維新を捉え直した本が相次いでし

胃

40..

谷本雅之莫苛部直氏

え
a
L
-
フ
仁
司
a
え
宅
4

と
見
な
思
想

を
讐
も
の

つ
た
か
ら
遼

ヒ
語

Ⅱ
時
代
に
培
わ

か
。
徳

ナ

柁
の

朋
治

れ

が

れ
に
つ

文
ヒ

西

け
入

-
0

つ
た
」

苅
部

と

ナ

井
実

年
松
月

出
、

こ

「
日

著

本
経
済

本
雙

委

)
は

宥

祇
か

0
年
に

約

ら

4
0

済
の

わ
た
る
凹

助
向
を

の

第
1

ま
と
め
」
も

ナ
済

立
と

展

管
章
「
驫

、

開

、
 
3
空
『

の
日

業
蕗
』
と
『
在
来

震
』
」
遼
主
に
吾
期

ら

か
軍
で
は
ー
の

区
西

1
8
6
8
年
の
明
1
機
に
日
本
は
き
の

器
み
鶴
た
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
一
己
た
電
の

醗
芭
粛
す
る
見
氾
対
し
て
、
近
年
は
「
連

婆
」
じ
蛋
究
鷲
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
吾
論
に
ょ
'
、
思
想
讐
'
議
々

な
霽
で
ー
に
つ
な
が
璽
奮
っ
た
と

繍
だ
。
来
年
尋
1
5
0
年
に
唇
、

契
な
視

点
に
基
づ
く
本
が
誤
、
で
し
る
。

明
で
覆
の
形

態
な
ど
癸
き
く
変
わ
っ
た

の
は
璽
か
し
、
霊

(
磯
壁
乗

張
っ
て
尊
援
霊
豐

つ
か
け
に
後
川
)
壽
を

た
貌
、
う
璽
耕

物
色
だ
と
、
に
あ
っ

夫
室
ι
と
ら
え
き

投
ー
モ
一
た
醗
絶
』

百
『
』
に
普
目
す

べ
き
だ
と
た
」

江
戸
時
か
ら
朋
謀
代

の
1
嬰
を
じ

社
会
と
思
想

ら
を
通
し
て
、

に
理
想
奮
る
と
す
る

が
に
従
う
へ
き
だ

に
立
っ
た
嘉
臣
の
岩

懇
熊
や
鴛
、
仙
嘉

1
急
に
す
る
。定

す
る

考
え
方
号
力
っ
た
。
そ

魚
な
社
会
・
思
想
需

と
い
ゑ
だ
る
っ
。

な
ぜ
武
土
が
琵
し
て

身
分
制
廃
止
に
取
り
組
ん
だ

力げ

明

凹

に
及
ぽ
し

に
つ
、
て

て
Ⅷ
る
。

当
し

こ
ー
ら
,

蛋
学
白
本

忠
の
氏
は
「
7
捻

う
た
『
'
含

六
屡
開
が
、

化
弓
け
た
「
『
蛋

」
(
社

喜
ぎ
月
に
烈
乞
た
東

棗
学
擁
日
本
政
治
思

想
忠
の
謬
氏
は
そ
っ

芋
。
考
そ
は
ー

は
器
の
召
ン
グ
・
リ

ヴ
ォ
ル
ー
シ
ン
(
畏
い
革

命
」
の
一
つ
の
過
程
と
位

け
毛

進
歩
史
へ
変
化

取
り
上
」
江
一

は
荻
生
提

,母
富
永
仲
基
半
 
6

わ
う
た
が
聾
稔
が
抜

本
的
に
勇
っ
た
と
は
小
え

な
W
だ
る
三
と
語
る
。
こ

ち
ら
晶
繼
新
に
「
断
芭

で
は
な
く
冠
統
竺
を

盈
方
と
い
君
。

家
1
力
と
す
風

家
で
構
成
蚕
会

、

に
な
る
と

わ1
畢
に
乗
畠

す
農
警
登
場
す
る
。
明

期
に
入
る
七
漆
晃
迎

1
入
し
た
鉄
銀

な
ど
の
「
鼈
匙

が
生
ま
れ
る
一
方
で
江
戸

架
暴
く
酒
1

な
の
「
在
盗
」

2
巻
は
明
禽
籍
成

期
の
政
治
と
姦
罷
係
を

テ
ー
マ
と
す
る
予
定
撲

「
1
8
6
8
年
奇
視

す
る
の
で
は
な
く
、
朋
治
維

新
か
ら
程
に
い
た
る
歴
史

を
單
る
こ
と
癸
仞
な

の
で
は
」
と
苅
部
氏
長
期

的
か
つ
謡
的
な
鴛
痔

つ
こ
と
禁
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。(

掘
中
無
)

「
維
を
こ
近

大
き
六
喬
と
'
う
た
。

嘉
半
域
降
の
凹
本
経
請

に
は
梨
の
盟

畍

九

久

も
経
法
発
展
を
支
え
た
。

経
済
大
国
の
源
流

さ
に
こ
一
己
た
産
業
へ

儲
力
震
竺
た
の
が
、

ー
を
得
た
こ
と
で

に
余
裕
食
藤
て

そ
れ
1
「
ハ

儲
力
配
載
坐
こ

く
も
の
だ
っ
た
忘
う
。

「
日
癒
滴
綴
み
は
中

の
雲
に
あ
る
と

ノ

需
と
も
い
う

)
食
社
会
髪
髪

ベ調
べ
る
こ
と
ー
、
穏
鰯

響
君
う
え
で
も
役
立

之
と
黛
氏
擶
待
す
る
。

な
ど
の
璽
な
ど
を
取

呈
望
。
そ
こ
か
ら
は
「
幕

府
の
地
な
ら
し
の
上
に
朋
治

交
政
策
な
ど
が
決

つ
き
(
久
住
辱
と
い

「
鷺
」
が
浮
か
ぴ
上

1
甲

令.

「
署
の
徳
川
 
t
無

能
で
・
も
や
っ
て
い
ぶ
っ

た
の
で
は
な
し
か
と
い
う
イ

〆
ー
ジ
誘
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
モ
な
こ
と
は
な
く
、

府
が
た
し
た
は
太
き

、

0

の
3

者
か
一
1
ど
ら
え
た
し

喜
え
た
」
と
膳
る
の
は
、

治
ミ
「
明

宥
,
)

の
援
幹
め
柔
東

文
契
継
襲
倉
本
近

世
・
近
代
忠
の
久
住
真

氏
昨
告
月
に
第
1
巻
「
幕

末
維
新
の
薯
交
物
」
が

里
れ
"

久
住
氏
自
ら
獣
筆
し
た

「
政
治
君
毒
し
て
綴
川

警
」
で
は

W
U

箪
は
果
断
の
君
主
で
あ
っ
た

こ
と
を
界
し
て
い
る
。

ほ

ヒ
」
よ
り
「
連
 
1
 
重
視
ぐ

Ⅱ
口Ⅱ

口
b

=
=

"
.

氏

n
目

うが

1
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ず

あっナこ

、
h
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訂

28

筈
に
つ
な
が
っ
た
。

き
琴
に
必
死

尿

、

1
璽
朋
確
に

畢
喜
に
マ

し

力

同
美
厶
悪

が

゛

著
「
観
応
の

室

邑

剛
評
の
初

雫

錆
置

の

巽
士
や

廷

込
ん
姦
し
い

震
し
た
饗
一
L

こ

み
解
い
て
し
る
。

つ

貫
勢
カ
ミ

す

瑜
噐
師

嘉
契
公
1
を

、
立
オ
戈
,
一
ノ
,
一
'
,
ズ
と
π
气

図
田

と
し
て
易
の
如
万
部
憲
え
た
呉
座
勇
一

薯
「
応
仁
累
」
(
史
厶
に
れ
釜
町

プ
ー
ム
鳶
呈
尋
 
L
る
。
専
け
で
な
く

霜
呈
栗
に
是
目
青
、
城
郭
で

璽
が
見
ら
る
。
「
分
か
り
に
く
い
時
代
」
「

国
に
つ
な
が
る
餐
庄
と
い
っ
荏
来
呈
町
棚
が

邑
た

「
応
仁
匙

鳥
寺
扱
っ
た
本
に
旋
泉

変
佐
て
宅

9
月
下
旬
京
都
市
の
国

際
日
斐
訴
究
セ
ノ
タ
ー

で
同
セ
ン
タ
ー
助
教
の
呉
座

が
「
内
応
仁

器
口
る
」
と
題
誓

は
聴
衆
で
に
な
っ

、
内
藤
は
ミ
表
す

毒
史
実
寂
で
白
本

史
に
も
多
大
な
影
竃
与
え

た
。
応
仁
邑
「
日
査

」
「
程
日

る
に
は
応
仁
風

れ
ぱ
+
色
粛
b

を

が
広
く
知
ら
れ
る
。

」
こ

とぜ
な

捧
史
家
鳶
仁
の

発
の
か
。
具
座
民

は
乱
1
還
す
る

餐
・
尋
の

日
に
視
点
を
定

侶
め
、
畿
内
忠
に

璽
す
る
こ
と
に
注
力
。

多
く
の
累
者
宥
害
と
思

惑
が
綴
に
絡
悲
易
茜

だ
け
に
、
定
点
潟
的
な

の
手
法
尭
取
り
し
て

、
た
と
え
る

尖
阪
・
文
蛋

分
け
る
の
茎
雰
っ
た
。

だ
丈
に
は
士
た

両
者
局
で
離
A
 
墜
燥

珍
返
し
、

は

れ
わ
っ
た
。
亀
田
は
「

讃
は
図
式
的
て
逆

分
か
わ
に
く
、
。
半
巽

土
た
ち
は
生
姦
る
た
め
、

霧
な
側
に
付
こ
う
と
必

だ
っ
た
こ
と
を
し
し

考
君
ぺ
き
だ
」
と
芋
。

室
麗
よ

底
曵
と
い
う
イ
〆

ー
ジ
が
根
強
い
。
「
応
の

禦
」
の
雪
写
、
上

希
氏
は
囲
が
豊
め

信
長
の
手
法
先
取
り
か

=
う
0

は
領
土
の
拡
張
に
合

わ
せ
尾
馨
、
晨
、
近
江

へ
と
居

霊

た
。

津
か
ら
耀
盗

は
 
9
1
4
に
し
た

宙
1
命
慧
頭
に

あ
っ
た
と
号
。
当
 
1
朋

覇
と
に
宙
も
近

待
が
遊
む
と
ら
れ
た

秘
逆
に
雛
綴
胃

突
内
 
1
同
時
代
の

考
る
"
曝
日

査
上
曼
級
胃
乱
に

目
し
た
儒
X
さ
ら

に
呉
座
氏
は
応
仁
の
乱
は

に
矗
つ
な
が

つ
た

よ
」
「

と展

0

に
晶
2
4
0
年
讐
、

れ
な
り
に
秩
庸
鬼
だ

つ
た
。
嵐
代
や
梁
で

は
飽
き
足
長
い
歴
史
フ
ァ

0

ン
多
い
」
ぺ

「
究
者
は
乏

刊
墨
町
本
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
関
東
含

河
公
と
点
氏
の
対
立
に

始
ま
る
翠
間
の
が
一

ー
マ
除
岸
杢
「

累
」
(
)
。
2
0

1
5
年

行

清
査
行
老
「
世
界
の
辺
境

と
ハ
ー
ド
ポ
ー
ド
室
誕

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
)
は
の
ア

り
力
.
ソ
マ
ー
ラ
ン
ド
臺

梶
の
日
本
が
、
義
の

こ

城
郭
の
で
注
確
契
航
空
レ
ー
ザ
ー

国
さ
れ
る
の
癸
驚
実
で
城
象
東
西
4
0
0
材
、

帋
と
四
條
零
に
ま
た
が
南
北
6
5
0
腕
の
規
欝

る
璽
蓼
。
塞
町
超
明
し
、

見
ら
れ

醤
約
3
0
0
麟
缶
地
に

地
形
み
取
れ
た

築
か
れ
"
豈
で
塞
町
小

慶
は
し
の
ぐ

の
 
5
6
0
年
、
畿
内
を
壽
っ
た
が
、
モ

畜
し
だ
三
璽
察
本
、
、
翁
し
し
巨
大
な
喪
密

と
し
て
篶
し
"
、
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
れ
ま
で
は
害

市

ま
で
に
闘
力
所
の
を

関
連
の
ブ
ー
ム
翫
く

天
守
、
城

纂
穫

る
さ
れ

嵜
に
蔀

い
姦
郭

当
た
ら

こ郭
器
生
を

ぽ
っ
て
え

る
」
と
大
東

の
犀
氏

秩
序
が
誌
日
黒
、

芋
る
巴
蒼
ユ
ニ
ー
ク

禽
客
だ
。

埜
か
一
天
下
一
へ
」
に
対
、
蚕

を
尋
。
県
山
英
下
町
を
衛
え
た

氏
は
「
目
さ
て
こ
な
織
田

に
塗

か
っ
"
だ
が
な
^
て
き
た
。

究
者
は
多
、
。
今
警
り
に
的
な
ー

町
本
ネ
充
実
す
る
の
で
は
は
綴

な
い
か
」
驫
待
蠢
け
る
。
な
い
。
近

"
、
塞
町
に
寡
の

近
世
の
城
郭
の
起
源
?
直
喜
誘会

"

は
昨
「
シ
リ

、

ー
ズ
日

と
し
て

「
町
と

勞
の
聾
」
、
ー

け
で

L
-

氏
の

畢

麗
城
跡
に
は
石
姦
多

(
肩
大
帯

る



.

座
)
で
は
昨
年
、
姦
の
礎

石
が
土
中
か
ら
姿
を
現
し

た
。
印
充
か
ら
ー
・
2
材
の

大
き
さ
で
即
捜
上
が
3

列
に
整
然
と
並
ん
で
い
た
。

二
鐙
は
「
天
守
台
だ
け

築
か
ね
天
寔
建
て
ら
れ

な
か
っ
た
」
と
も
あ
っ

た
が
、
礎
石
の
発
見
が
決
め

手
と
な
り
、
ー
に
は

天
守
が
櫛
え
、
汽
て
い
た
こ

と
が
碇
定
し
た
。
峯
は

秀
吉
の
弟
で
大
和
南
た

豊
臣
霊
か
、
モ
径
の

増
田
長
盛
と
み
ら
れ
る
。

盛
は
関
ケ
原
綴
い
で

西
軍
に
つ
い
て
箭
勢
と
敵

対
し
た
"
曝
改
易
さ
れ
て

い
る
。
モ
の
際
に
天
守
は
取

蚤
れ
た
よ
晃
。

昊
守
台
実
婁
か
ら

み
く
こ
の
時
期
で
は
大
規

繁
天
守
だ
っ
た
は
ず
」
と

広
島
大
学
の
=
涌

は
芋
。

倉
本

天
荏
織
田
長
1

土
城
で
初
め
て

し
た
害
れ
る
。
「
こ
の
時

期
に
秀
害
配
下
の
武
将
の
城

郭
に
天
守
震
ま
っ
て
い
っ

た
こ
と
窃
語
る
」

秀
吉
の
お
い
で
一
時
は
後

と
さ
れ
た
豊
臣
秀
漆

ー
に
豊
臣
瑞
t
 
に
築
、
、
で

契
1
謬
発
さ
れ
て
い
る
。
儒
の
天

下
と
な
っ
た
後
「
豊
臣
の
城
」
は
ほ
と
ん
ど
が
取
り

讐
れ
、
そ
の
姿
に
は
未
の
部
分
奎
い
。
調
査

や
研
梨
徐
々
に
進
、
誓
時
代
に
つ
な
が
霊

郭
璽
過
察
朋
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

鴛
質
区
で
偉
、
深
さ
3
S
4
趨
幅
5
$
フ

豊
臣
秀
吉
が
築
い
、
月
伏
船
。
と
も
に
笂
の
遺
構
と

最
跡
的
な
遺
構
が
誹
さ
発
。

、
ネ
発
展
過
程
表
す

5
9
4
年
、
伏
是
秀
吉
が
築
、
た
大
坂
城
や

.

い
た
が
2
疾
の
撰
伏
と
同
じ
叢
七
菊

地
既
で
姦
。
近
く
に
規
 
L
た
金
箔
瓦
匂

ど
、
 
1
0
0
寂
上
器
類

壱
て
建
て
直
し
姦
で

重
を
過
こ
し
、
巻
た
。

も
同
時
r
出
土
し
た
。
語

忽
膚
墓
、
讐
が
、
い
加
工
虫
言
然

条
ミ
と
呼
ぶ
。

靈
圭
発
雰
面
祇

見
っ
か
っ
た
の
は
蚕
と
み
」
で
あ
る
一
匡
、
大
坂

堀
の
英
1
高
扇
城
や
と
共
通
す
る
。

2
買
南
北
鷺
の
袈
で
、
こ
れ
ま
で
指
1
は

粢
は
3
S
4
耕
倫
さ
だ
規
す
ら
特
定
で
き
式

つ
た
と
昆
易
る
。
堀
矮
在
纛
一
見
方
畠
っ
た
。

西

同
変
女
美
学
の
山
田
邦

程
霧
事
)
は
「
位

櫃
が
特
定
で
き
た
の
は
火
き

、
果
」
と
縄
の

遺
壁
亮
に
「
の
加
工

,
禦
 
0
、
江
編
に

邸
て
々
の
石
が
巨
犬
化

す
癒
籍
に
位
づ
け
ら

る
」
と
す
る
。

實
契
和
郡
山
市
に
あ

更
和
郡
磯
跡
の
天
守
台

ー
い
た
天
守
の
台

停
主
畷
喫
"
条

跡
靈
都
市
)
で
も
霊
と

研
究
亀
む
。

禿
次
の
、
秀
吉

手
で
脛
的
に
破
却
さ
れ
地

上
に
痕
讐
一
切
残
っ
て
、

な
い
が
2
0
1
2
 
、
本

南
の
堀
と
見
ら
石
垣

C

東
西
約
鷺
b
発
っ
て

0

つ
か
っ
た

跡
で

見
さ
れ
た
遺
で
は
奨
規

椣
で
、
,
時
の
姿
に
関
す
る

帯
に

天
守
は
あ
っ

た
の
か
。
天
守
が
モ
ぴ
ゑ

參
痛
い
義
図
が
何
点
か

残
ゑ
の
の
、
青
家
畏

最
割
れ
て
い
る
。
「
あ
っ

た
」
と
考
え
語
井
均
・
滋

賀
竪
大
玉
靈
郭
串

は
広
喝
築
富
山
城
な
ど
、

モ
倹
に
数
多
く
築
か
れ
た

郭
を
に
挙
げ
る
。

平
城
の
モ
デ
ル
に

い
式
も
長
方
形
号

研
奏
き
く
逸
ん
だ
。

一
迎
晟
鑾
基
に
京
都

会
な
ど
鴛

し
た
推
定
、
平
面
図
に
ょ
る

と
、
査
は
東
西
4
0
0
疑

南
北
6
0
0
薪
ほ
ど
の
畏
方

形
。
江
戸
時
語
に
建
造

さ
れ
た
程
の
二
重
と
し

の
ぐ
券
。
北
、
四
南

の
面
に
は
馬
出
し
裁
の

出
入
り
口
を
土
塁
や
堀
で
囲

つ
た
防
御
施
,
が
綴
し

て
い
た
こ
と

も
判
朋
し

こ

今
出
川
通
り
丸
太
町
通
り

1
天
守
界
在
が
判
明

1
石
課
再
所
特
定

饗
り
、
秀
吉
が
発
震
さ
せ
幕
編
す
る
。

"
1
豊
臣
籍
は
当
時
最
矢
阪
・
文
蜑
当

大
規
椣
壽
っ
た
大
謡
を
田
村
広
済
)

に
馬
出
し
が
綴
す
毛

餐
と
似
し
た
警
。
モ

累
丸
の
四
園
の
い
工
か

に
は
天
寔
頂
く
。
「

窮
は
平
地
鐙
と
し
て
ひ
と

ま
ず
発
成
を
見
た
。
そ
の

後
の
平
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
一
こ

土
母
患
ら
せ
た
害
ま

で
の
膿
に
対
し
、
務
的

な
天
罵
い
ー
え

た
近
 
1
織
田
信
長
に

天
守
造
の
霜
と
壽
票
出
土
X
奈

良
の
大
山
城
〒
大
和
密
器

.

は
じ
塁
く
の
城
を
築
い
た

が
、
徳
川
務
の
手
璽

的
に
磯
さ
れ
、
姿
粛
し

た
。
今
も
地
上
に
大
規
饗

遺
望
と
ど
曽
の
は
閤

出
兵
の
拠
点
と
な
っ
た
名
腔

霊
径
賀
腰
帯
)
し

か
な
く
、
豊
臣
の
城
に
は
今

な
多
く
の
縫
が
残
る
。

暴
、
大
和
山
城

繁
第
の
3
つ
鐙
跡
に
は

蚕
や
揺
な
美
通
点
が

多
い
。
「
秀
吉
綴
量

麿
い
え
雲
擬
か
ら
数

多
く
の
城
が
墾
し
、

瑞
に
1
嘉
が
れ
た
。
そ

需
れ
の
川
上
に
3
つ
の
城

は
位
恒
づ
け
ら
れ
長
串

希
御
所

も

こ
弗

E1 捧ミ^^宗斤^ 2015年.(平成27年)11月7臼(土陥日)

..■.
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、
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.

゛
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.

弔
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西国に外国人街
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図
西

雛
拠
し

、

矣
名
は
全
員
が
天
下
統
一

を
う
て
棄
た
わ

け
遼
な
い
。
ア
ジ
ア
に
目

専
た
閏
実
名
た
ち

の
活
動
越
近
年
の

歴
霽
究
で
閉

、
こ
一
'
0

て
山
る
。
日

銀
が
ア
ジ
ア
驫
し
嘉

果
一
部
実
名
は
凱
貿

易
に
乗
た
。
禽
人

鴛
国
篇
も
国
内
に

出
司
鼎
晃
け
露

し
な
か
っ
函

名
の

覆
が
見
え
て
き
た
。

太

ア
ジ
ア
へ
船
霊

^
「
今
度
聾
に
至
呈

し
婆
倉
」
璽
五

「
宗
。
」
の
書
て
く
る

璽
「
1
 
」
(
東

崖
、
欝
越
に

あ
る
後
矢
分
遜
の

島

、
大
'
(
宗
唾

書
璽
倉
児
ψ

津
氏
黒
臣
に
送
っ
た

も
の
で
、
関
す
要
寄
な

ど
か
ら
1
5
7
 
年
に
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
W
う
「
鑒
」
は

カ
、
ポ
ジ
ア
書
、
太
友

氏
は
偲
と
外
係
嘉

ん
で
い
た
よ
是
。
に

よ
る
と
、
一
聶
が
凰
に
派

透
し
魚
嚢
中
に

淫
璽
。
安
杏
を

尋
ね
て
衞
か
ら
返

が
な
、
大
は
船
の

重
蛋
め
た
。

「
こ
の
時
閥
大
友
氏
は

盲
煽
を
隻
て
て
南
シ
ナ

海
晃
の
イ
ン
ド
シ

に
ま
,
し
て
し
た
」
。

今
年
9
月
に
デ
ジ
ア
の
な

か
需
大
名
」
(
京
弘

文
処
"
驫
し
た
耆
屋

え
ば
宙
人
は
1
心
日
明
関
保
に
つ
い
て
は
、

に
西
田
本
に
「
熨
町
」
立
正
重
の
葬
罪

嘩
大
友
氏
器
で
氏
串
い
と
す
ー
な

あ
璽
後
府
内
尖
帯
)
共
同
究
果
が

扣

、

受
町
に
住
畠
に
「
日
関
儒
究
合

人
ら
^
物
が
近
冠
^
趣
と

し
て
祥

の
町
人
と
迎
れ
だ
っ
て
伊
さ
た
。
副
腰
は

「
ア
ジ
ア

の
'
か
の
造
盟
」

、

は
2
国
間
の
関
係
に
と
ど

ま
ら
な
い
。

学
界
で
は
1
9
9
0
粍

以
暎
東
ア
ジ
ア
璽
研

究
が
活
毛
日
杢
い
う

国
緑
を
超
え
覆
座
か
ら

の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
害
日
本
の
凱
関
保

轟
究
姦
ぞ
て
き
た
村

盆
は
「
害
菩
で
な
く
、

一
国
史
と
い
一
藷
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
日
本
の
歴
史
を

と
ら
元
る
必
魯
る
」
と

話
し
て
い
る
。

文
街
贄
合
浩
司
)

,

゛

県
紫
冨
こ1

と
贈
易
婁
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
に

1
目
高
け
、
の
は
大
友
氏
や

氏
だ
け
で
は
な
む
。
肥

(
県
)
の
氏
は

中
国
の
明
に
を

肥

前
(
策
)
氏
は

シ
ャ
ム
イ
倫
王
に

つ
て
、
る
。

で
は
閏
の
名
1
な
ぜ

開
で

な
寅

き
た
の
か
。
昔
さ

る
の

が
聾
や
」
。
管
火

薬
の
原
料
と
し
て
主
出

イ
モ

学
院
大
儀

氏
「
モ
番
す
る
。

1
5
7
8
年
こ
ろ
、
カ
ン

ボ
一
ソ
国
王
恋
欝
に
銅

や
ゾ
ウ
を
劉
ろ
う
と
す
る

雙
股
津
氏
は
贈
答
象

せ
た
讐
抑
留
。
鴨
年
に
は

に
送
っ
たえ

た

こ

よ
イ
主
・
イ

1

一
、

宮
に
需
し
た
と
の
配

録
が
残
。
「
マ
イ
ノ
リ
テ

イ
ー
集
団
と
し
て
翌
す
る

こ
と
な
く
、
近
隣
に
砦
日

本
人
と
1
鬻
て
い

た
」
(
窒
)
の
だ
。

こ
一
乙
た
ア
ジ
ア
と
器

び
つ
き
嵐
r
あ
っ
た
の

が
明
と
の
合
異
室

壽
'
軍
号

時
代
指
ま
り
、

1

畏
退
と
と
も
に

勘
舎
賓
易
鴛
は
堺
商

人
と
結
ん
だ
有
力
大
名
の
細

川
氏
や
博
商
人
と
組
ん
だ

後
に

こ

.
,

良
が
,
占

謂
で
は

半
ぱ
に

大
空
て

る

盲
合
貿

た
と

さ
れ
る
。
だ

t
、

氏

大
友
氏
や
大

子
が

後
を
継
い
だ
新

大
内
氏

L

謡

ら
が
迅
明
船

で
は
な
く
禽

商
集

の

団
と
い
え
直
恕
の
活

つ

、
公
的
六

と
も

ま

寅
易
・
密

代
わ

こ
易
で
物
流
の

む

近

し
た

の

究
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

゛
、
,
ー
、
.

品
の
一
つ
。
一
、
沖

氏
の
擢
で
、
産
地
に

は
人
が
ー
も

栄
え
た
。
「
サ
ル
フ
ナ
ー
毓

ラ
ッ
シ
ユ
」
だ
。

天
叉
に
も
影

ー
に
は
「
シ
ル

ノ
ー
ラ
ッ
シ
ユ
」
翫
く
0

閏
の
有
力
大
発
っ
た
大

畏
奎
導
し
て
石
密0

日
査
羅
は
購
く
間
に
海

外
に
雷
R
東
ア
ジ
ア
の

「
鼠
置
に
な
っ
た
。

「
石
見

山
ア
ジ

ア
の
貿
暴

え
た
」
と

の
は
、
 
7
月
に
昊
下

統
一
と
、
、
ル
パ
ー
ラ
ッ
ソ

ユ
」
(
京
妥
飽

1

し
,
広
大
学

博
之
氏
。
西
奥
名
の
穏

的
斎
応
に
よ
っ
盃
ん
だ

東
ア
、
ソ
ア
の
貿

儀
、
織
田
、
鰻
臣
秀

責
徳
Π
畜
と
い
っ
た
天

下
人
の
爵
政
策
に
も
影
智

を
及
ぽ
し
た
と
い
う
。

鼠
が
ア
ジ
ア
と
の

交
易
に
乗
畠
す
と
、
中
国

や
ヨ
ー
ロ
ノ
パ
禽
人
の
臼

竈
出
も
活
発
に
な
る
。
例

、

部
分
量

際
派
名
あ
り

、'
ι

ー
ゞ

、

气
,
、

、
,
ぢ
畭

-
L

・
六
田
1
金

、
、

六
友
宗
の
家
臣

と
ア
ジ
ア
の



昭
和
八
年
(
四
論
年
)
九
月
二
十
二
日
金
曜
日
長
崎
日
々
新
聞
朝
刊
2
面
第
三
版

一
『
西
洋
讐
學
の
發
祥
地
』
小
島
病
院
を
史
蹟
に
文
部
省
へ
指
定
方
を

長
崎
市
西
小
島
町
縣
立
小
島
病
院
は
、
和
蘭
腎
學
華
や
か
な
り
し
頃
の
長
崎
養
生
所
の
跡
と
し
て
、
本
邦
病
院
創
成
の
根
源
、
長

一
崎
讐
科
大
學
及
び
病
院
の
濫
觴
を
な
し
、
{
貫
に
本
邦
に
お
け
る
西
洋
聲
学
發
祥
の
地
と
し
て
長
崎
が
天
下
に
誇
る
に
足
る
名
史

一
蹟
と
さ
れ
夙
に
識
者
間
に
之
が
史
蹟
指
定
の
機
が
擡
頭
し
て
ゐ
た
が
、
一
干
日
本
縣
社
寺
兵
事
課
よ
り
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

一
保
存
法
に
依
り
、
史
蹟
と
し
て
指
定
方
を
、
願
晝
地
籍
圖
、
実
測
圖
、
見
取
圖
、
{
鳥
眞
等
を
添
え
、
文
部
大
臣
宛
申
請
し
た
。

一
史
蹟
長
崎
養
生
所
跡
は
、
現
在
の
縣
立
小
島
病
院
佐
古
小
學
校
、
大
徳
園
に
亘
る
一
一
市
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
沿
革

の
概
要
を
記
せ
ぱ
左
の
通
り
で
あ
る
。
(
以
下
、
沿
革
を
紹
介
1
省
略
)

1
嘗
岳
1
Ⅲ
1
1
甘
1
1
m
1
Ⅲ
包
県
雷
ミ
如
謝
乱
皿
1
口
D
§
ー
ロ
ロ
晋
§
0
0
1
1
N
1
Ⅲ
Ⅲ
用
0
1
管
棚
壁
巨
§
伽
抵
継
儲
計
泥
1
Ⅲ
衡
卜
凱
山
Ⅲ
1
医
番
§
・
・
ー

.
、
,
、
:
七
・
.
蚕
綴
.
の
地
郷
.
量
拒
窓
鼎
所
一
式
を
梁
急
、
底
に
籍
.
函
始
子
L
邪
二
牟
至
に
敷
學
・
欝
何
・
物

:
,
;
'
;
・
・
:
、
^
 
j
 
、
、
窓
0
に
於
て
^
太
畠
学
取
に
"
ン
,
"
.
場
^
.
一
:
^
.
喝
.
、
共
縄
^
^
一
一
^
^
至
:
 
k
に
恨
撃
改
め
管
窪
幡
^

.
'
:
:
・
,
一
:
・
・
・
・
.
武
を
乱
科
の
教
頭
に
儒
命
、
同
一
鬪
人
ボ
ー
.
ド
ヰ
ヅ
鳧
以
で
之
に
代
ら
し
大
,
.
明
治
秦
征
鷲
毅
釦
る
仁

＼
小
島
病
院
貫
蹟
に
、
ー
ー
鵡
一
,
一
晒
点
ど
ー
ー

＼
:
・
:
一
§
^
>
.
牙
'
、
の
毒
気
拾
谷
.
々
鑾
畢
る
乙
尋
.
に
是
等
強
段

:
{
一
:
;
:
:
:
 
1
 
上
^
^
^
:
、
^
^
^
^
・
,
ン
・
一
、
罵
女
懇
1
卿
嘩
憐
.
盲
υ
祭
姦
盡
縄
・
,
心

.

■
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●
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●
●
 
1
 
●
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1
 
●
●
 
1
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●
 
1
 
■
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1
 
■
由
 
1
 
●
●
 
1
 
●
●
 
1
 
■
●
 
1
 
●
●
 
1
 
,
●
 
1
 
●
■
 
1
 
■
■
 
1
 
.
■
 
1
 
■
.
ー
:
ー
.
■
 
1
 
■
.
 
1
 
■
.
ー
:
ー
.
ー

晋
貯
^
管
徹
浮
蕎
弦
段
撲

^
^
戀
气
卦
^
無
^
嘘
禿
眺

疑
芽
鑾
小
鳥
辯
雫
穿
食

趨
ミ
際
に
或
る
一
袰
谷
む
ゑ

宅
含
か
。
そ
の
禁
の
蕊
拶
譜

:
ノ
●
:
.

せ
ぱ
左
の
邇
0
で
謝
る

安
政
脚
給
頃
徒
卸
武
系
L
た
蘭
入

飛
ン
.
へ
は
@
前
欝
艇
倉
荏
他
に
於

て
な
L
罵
ず
1
禽
捻
不
完

全
に
し
"
-
L
十
身
の
H
悶
寺
睡
L
樫
買

那
翻
齡
鷺

集
、
蓼
肘
、
火
に
貴
成
L
,
安
澱

六
年
貫
ち
に
遷
鰯
代
値
筒
淹
右
帝

門
に
命
七
て
敷
地
尋
狐
鷺
美

輩
に
m
て
ポ
γ
義
露
新
北
に
渡

来
L
北
軍
停
登
所
敏
冒
卜
智
1
出

シ
に
臭
般
計
を
依
^
L
,
鑁
國
の

棄
嵐
磁
院
ヌ
ぴ
市
足
露
の
ー
を

毒
酌
工
禽
延
π
侮
時
め
僅
Ⅲ

小
島
描
鴛
岳
嶋
.
犯
十
霞
胤
,
璽

西
十
七
靭
姦
地
喜
定
L
会
庄

雲
6
易
励
殿
立
1
元
,
北
め
餐

崖
断
姦
逃
己
L
て
^
尿
の
^
を

目
嗣
と
す
る
病
院
で
あ
っ
北
ポ
ず
亥

夙
三
年
武
ν
ぺ
は
認
に
壽
に
乞
ふ

」

"

'
1

戸
塚
が
籍
弐
い
で
共
の
秘
荘
と
な

弔

0
忠
、
共
後
庭
唾
π
年
畏
崎
奉
行
取

部
京
榔
門
佐
こ
巾
養
生
所
審
以
て
.
梢

標
館
ナ
改
稱
し
,
霧
究
理
(
化
挙

斗

)
の
一
棟
一
蚕
邸
る
こ
ξ
力

冊
人
こ
フ
タ
片
寺
瑞
L
て
そ
の

リ
キ専

嘗
師
t
考
共
韻
鎧
如
年

訴
の
瀦
纓
隻
響
爵
磊

門
網
佐
の
異
学
の
系
臺
ひ
.
一
創

声
井
k
図
多
為
じ
て
精
熱
龜
靭
修
汚

せ
し
め
.
伺
無
十
1
身
基
崎
将
聯

曇
巴
改
電
.
装
奥
讐
を
^

を
し
:
新
に
縄
定
身
殺
か
大
暴
理

の
二
科
身
設
け
,
外
人
を
以
て
腎

吉
嵐
奪
感
キ
院
憂
と
L
九
向
九
斯

店
焼
内
に
累
煽
函
畿
1
洗
電

紫
丁
る
と
制
惰
に
そ
の
一
報
に
井

鼠
院
彰
議
く
こ
乙
に
な
発
。

同
十
一
塚
一
万
こ
の
寄
學
箆
窪
所

病
院
附
麗
鄭
一
、
悪
礎
院
嵐
平

北
,
伺
十
二
年
啓
妻
鼻
立
と
し

虜
院
宅
毎
噛
に
帋
L
生
徒
拂

.
寅
爵
と
L
元
.
同
二
十
一
一
.
競
徹
毒

腐
院
ミ
^
宗
院
嶬
失
毎
塚
二

十
兵
1
鴨
院
.
市
.
、

喜
年
条
鷺
琴
鷺
今

芭
に
童
0
允
の
で
島
る
.
食
眞
稔
長

剛
警
俳
V
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長
崎
市
条
例
制
{
儒
求
書

詩
市
の
小
島
養
生
所
等
遺
跡
の
完
全
保
存
に
関
す
る
住
民
叢
条
例
制
壽
求
の
要
旨

一
吐
棗
の
趣
旨

胴
欝
市
立
佐
古
小
学
校
に
条
存
在
し
、
又
発
見
さ
れ
蛋
存
す
る
養
生
所
霊
跡
に
つ
い
て
完
全
術
査
と
保

存
を
行
い
、
当
該
除
地
に
為
け
る
開
発
行
為
で
あ
る
学
校
建
設
工
事
と
外
周
道
路
篇
建
設
工
事
を
行
わ
な
い
こ
と

に
対
す
る
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
を
器
す
る
た
め
の
条
例
制
定
需
求
寸
る
。

二
諸
求
の
理
由

、

長
崎
市
が
旧
長
崎
市
立
佐
古
小
学
校
地
に
長
崎
市
立
仁
田
佐
古
小
学
校
を
建
設
す
る
決
定
を
し
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
週
跡
や
新
た
に
明
ら
か
に
な
る
学
校
建
霪
関
わ
る
種
々
の
事
急
の
完
全
な

馨
を
実
恕
ず
又
完
了
し
な
い
ま
ま
学
校
建
設
あ
り
き
で
進
ん
で
き
た
こ
と
は
事
笑
で
す
。

日
本
ど
オ
ラ
ン
ダ
の
国
祭
潮
る
二
棟
の
三
角
屋
根
の
漂
、
文
久
元
年
に
日
本
で
初
め
て
の
近
代
西
洋
医
学
に
ょ

る
西
弐
の
附
属
病
院
「
養
生
所
」
と
近
代
西
洋
医
学
に
ょ
る
体
系
的
な
医
学
教
育
が
展
閉
さ
れ
る
医
裳
で
あ
る
医

学
所
は
欝
の
高
台
の
小
島
郷
の
佐
古
の
丘
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

幕
末
の
日
本
に
は
国
立
医
学
校
も
伝
染
患
者
を
隔
難
す
る
病
院
も
な
く
人
々
の
健
康
を
守
る
行
政
の
し
く
み
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
崎
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
 
0
 
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ト
は
そ
の
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
日
本
の
医
学
・
医
療
の
革
命
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。
明
治
二
十
四
年
に
な
り
養
生
所
を
継
承
し

た
第
五
悪
中
学
校
医
学
部
が
浦
上
に
移
転
し
た
た
め
に
、
明
治
三
十
九
年
に
長
崎
市
佐
古
需
高
等
小
学
校
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
に
な
り
長
崎
市
立
佐
古
小
学
校
は
栄
え
た
後
生
徒
数
の
減
少
で
学
校
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
二
0

一
大
年
(
平
成
二
十
八
年
)
四
月
よ
り
二
0
0
米
程
南
方
の
長
崎
市
立
仁
田
小
学
校
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
崎
市
は
、
旧
佐
古
小
学
校
地
に
両
校
の
合
併
後
の
校
舎
を
建
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
に
、
当
地
の
発
掘
調
査
を
発

動
し
養
生
所
0
 
分
析
究
理
所
・
明
治
期
の
遺
構
・
異
物
が
発
見
さ
れ
、
一
帯
が
養
生
所
等
の
遺
助
で
あ
る
こ
と
が
長
崎

市
民
飯
誓
れ
ま
し
た
。
前
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
ハ
ル
メ
ン
,
、
ポ
イ
ケ
ル
ス
氏
(
現
長
崎
大
学
教
授
)

は
こ
の
遺
跡
は
「
出
島
」
と
同
等
の
価
値
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
寸
。

こ
の
旧
佐
古
小
学
校
地
を
全
面
的
に
帯
鯛
査
し
て
課
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
敷
地
内
と
外
恩
路
、
遺
跡
の
基

盤
で
あ
る
土
地
の
造
形
に
於
い
て
一
部
で
も
損
壊
や
横
耗
の
な
い
保
存
を
行
い
、
長
崎
市
と
長
崎
市
民
の
象
徴
と
し
学

校
を
旧
仁
田
小
に
建
設
し
、
旧
佐
古
小
裳
地
現
代
の
日
本
の
全
て
の
西
洋
医
学
の
基
盤
と
な
る
日
本
で
唯
一
の
近

代
西
洋
医
学
の
発
祥
に
係
わ
る
遺
跡
と
し
て
孕
贄
否
を
問
う
住
民
釜
を
実
地
す
る
た
め
の
条
例
帯
求
し
ま
す
。

.
゛

三
争
累
代
表
者

゛
,

亀
高
と
王
ゞ
^
山
^

住
所
長
崎
県
長
崎
市
.
丁
番
三
十
五
号
白
営
業
、
・
、
.
、

生
年
河
日
昭
和
二
0
年
五
月
二
十
九
日
性
別
男
性

住
所
長
傑
長
崎
市
峯
平
二
丁
目
八
番
八
号

イ
>
亦

献
島
和
夫
f
>

氏
瑠

右
の
と
羚
り
地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
燐
定
に
ょ
り
別
紙
条
例
案
系
え
て
条
例
の
制
定
嘉
求
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日

長
碕
市
長
鶏
上
富
久
様

生
年
月
信
昭
和
二
十
二
年
一
河
一
日
街
糧

長
暫
木
長
崎
市
清
水
町
二
番
二
0
号
長
崎
大
学
、
、
誉
教
授

住
所

a
 
1
 
^
イ
^
、
戸
じ

氏
癌

生
年
阿
日
脇
十
八
年
三
月
漉
旧
性
別
男
性
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代
表
者
証
明
書
、
付
申

長
崎
亶
仁
田
佐
古
小
の
新

舎
建
設
歪
地
(
西
鴛
1

旦
で
見
つ
か
っ
た
日
本

の
1
代
病
院
「
夏

生
P
」
、
こ
つ
い
て
、
民

団
体
昼
生
所
跡
忠
奎

保
存
を
実
現
す
需
民
の
会
」

は
舒
貝
、
の

学
校
建
設
の
是
非
を

投
当
梁
例
の
制
定

め
粟
代
表

付
富
請
し
た
。
市
は
習
以

降
に
交
付
歪
だ
だ
地
方
自

「
小
島
養
生
所
」
保
存
の
住
民
投
票
求
め

治
法
に
基
づ
き
選
而
中
に

、
、
で
き
ょ
い
た
め
、

百

2
日
、

代
表

(
花
)
ら
百

3
人
々

の
糧

ー
カ
月
、

の
印
分

ι会
のめ

選内
で条」

市
長

決
さる

署

所

、

す
需

賃
裟
で
は

存
と
学
校
建
の

た
い
と
し
て
い

4
の
即
分
の
ー

表
盡
昇

す
る
ん
(
声
N
誘
鬻

て
、市

民
界
の
勉

く
歪
。

万
人
分
と
し
て

申
諦
僕

、
廼
食

小
島
養
生
所
住
民
投
票

来
月
器
日
署
名
開
始
へ

市
民
団
体
に
証
明
交
付

長
崎
翌
仁
田
佐
古
小
の
新

開
始
ま

る
た
め

ど
を
開

ー
は
ー

8
日
月
を

受
叢
っ
た
同
会
代
表
世
焚

の
一
人
、
嘉
正
行
さ
ん
(
π
)

は
「
速
や
か
に

爵
に

れ
る
よ
ー
る
」る
」
と
話
し

宮
森
太

ナ

校丁の生8め投跡民構是る

築
で
き

、

、
し
て
一
一

す
る
。

通
常
告
浮
ら
ー
カ

の
ー
に
入
る
が
、
地

自
治
法
に
努
き
選
館

は
砺
で
き
な
い
た
め
同

は
衆
駿
諾
票
後
の

日
に
開
竿
る
柔
。

き
な
い
」
と
話

(
宮
森

、

讐
巡
り
、
同
市
は

の
一
奎
保
存
秦

会2

長
は
見
を

泛
条
例
案
を
提

「
璽

0
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仁田佐古小校舎専建股計而地域卵藷会
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近代化導い九宝残せ

一長絢

難゛
M

1諭 11111、「郷11逃1誠1

完全保存を冥現する市民の会

代衰世貼人鮫傷利夫さん

」、畠2剛'

のズム

小晶義生所打^何の
把きで医学敏育を任された
'ランダ人医卸ポンぺらが

器影,埒辞人践
イ是医学を吸えた校施設
r医学所」を配丑し、これ

が徒の長峅'大医学韶こつな
が0たとさ才Lる.閃年ιこι式
オランダ人医師ポードイン
が、イヒ学¥物迎などを専r町
的tこ吸える r分析究理所J
を斬設Lた.これらが、明
抽維新前枇に白庫の近代医
学、郁学、肉然科^の
磯となったとさ才Lる.

仁田佐古●^即^
仁田佐古"ゞ*1日仁田、佐

古両小を統合して帥16羊4
,月に設丑.現在、児瓜ι式旧

仁田小校金を使用してい
る.長倍市教委ι*1也元イ主民
らでつくるヨ皇賊悠1舌会など
と6捌珂峨雄し、斬校血を
旧佐古小敵地ιこ建設すると
^旧仁即」、の敷罰坐*3
力所に分力叫1て邪り、しぼ'窒

絡籍蒜高緜鞭是
営ができると判断いと.新
杖由ι=19年4月に訂牙挟予定
兇?たが、小島狭生所泣榊
の発旧胸立で即年1月に延
期されている.
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長崎市長田上富久殿

このたび長崎市文化財課による佐古小学校における養生所跡地の発掘調査で,養生所の礎石が

発見されました。北棟西端の礎石はほぼ当時のまま残されており,歴史上価値の高い史跡であり

ます。養生所は南棟と北棟の2棟でした。明治初期南棟は取り壊され,北棟のみは梅毒病院のー

部として使用されていました。

1855年から4年問のオランダによる海軍伝習が終了した後,ポンぺとハルデスは残留しました。

玲6'2年,長崎大学の開祖ポンぺは日本最初の近代西洋医学の医学校と附属病院である養生所・医

学所を,ハルデスは長崎製鉄所を設立しました。.養生所と長崎製鉄所は,日蘭の国際プロジェク

トにより日本に近代的な医学と科学技術が組織的に導入された証であり,長崎の誇るべき世界的

遺産であります。ポンぺは風通しと採光の良い小高い丘にホスピタルを建てるように要望し,佐

古小学校の地が選ばれました。124 床の近代的な西洋式病院で,ポンぺは侍,町人の区別なく民

主的な患者中心の医療を行い,封建社会に育った医学生に衝撃を与えました。司馬遼太郎の『胡

蝶の夢』'や吉村昭の『暁の旅人』に登場するポンペ,松本良順や司馬凌海が活躍した近代医学

発祥の地である"ことを明示する養生所遺構の発見は医療に携わる我々にとり,心躍る出来事でし
'

た。 ',

養生所二棟の礎石全体の精査と,医学所や分析窮理所跡地の調査が終了した後,国指定史跡等
N、

として認定され,造構の保存と活用も考えられていくでしょう。体育館をどのような所に建てる

か,外周道路をどのようにするか,養生所造構をどのように展示すべきか,あるいは養生所復元

まで考えるのかなど様々な可育謝生が考えられます。

観光に訪れる人々のみならず,・ごれから医療を志す若人,近代医学発祥の地に学ぶ小学生に夢

を与えるような養生所遺構の保存と活用の方向性を決定されんことを心からお願い申し上げます。

養生所遺構の保存と活用についてのお願い

.1
1

、

2月4日平成28年

長崎大学学長
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長崎市長

田上 ク、

「養生所遺構」の調・査、保存、括用にっいての要望

オランダ人医師ポンぺ0'ファン 0 メルデルフォルトにょり 1861年1+きん冒A・れ
た養生所は、日本の近代医学が産声を上げた場所であり、また長.崎大学の原点
でもあ.ります。長崎市文化財課の発掘調査により一昨年玲月、建物の礎石や瓦
敷など養生所の遺構が発見されだことは、私たち長崎六学関係者にとって'き
な喜びでありました。

遺構の重要性に鑑み、昨年2月に、長崎大学長、医学.部長、県及び市医師ム
長の連名・で、貴殿に養生所に隣接した医学所、.分析窮理所を含めた.「羊生所這
構」全容解明のための追加罰査と、その後の適切な遺構保存。活用にっいての
要請を行わせていただきました。そして去る U月即日には、追加語六の結果
を市担当者から長崎大学関係者にご説明いただいたととろであります。

今回の調査結果を踏まえて、遣構保存への私たちの思いはますます増大して
おりま.す、長崎大学、医学閥係者にとってのみならず日蘭交流の観点からも極
めて貴重な歴史遺産です。また、出島を見下ろすこの地が適切に保存。'整彬さ
れれば、周辺の唐人屋敷や大徳寺跡等とも合わせて、長崎観光の新たな目=と
なる大きな可能性を有しています。先日、医学部長らとの意見交換の中で、文
化庁関係者からは「養生所遺構」が文化財として極めて亘要な価値を有すると
の見解が示されました。

佐古、仁田両小学校の佐古への統合、校舎建て替えは既iこ正式の手続きを経
で決定され既に工事に着手されていることは承知しておりますが、遺構発掘と

長崎大学

学長

平成2 9年1月11日

片峰

医学部長 下川
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いう状況の変化を受けて、改めて「養生所造構j の調査、保存、活用について

以下の各項目にづいて要望いたします。ご考慮いただければ幸甚です。

要望事項

(D既に発掘調査が1沃ぽ終了した養生所跡地にっいては、適切な保存方策を講じ
るとともに、世界的歴史造産・(日本近代医学発祥の地)として、将来にわた

つて活用いただくこと

②調査が未だ不十分と考えられる医学所および分析窮理所等跡地にコいては、
追加調査を行い、石垣の価値を検討するとともに、新たな遣構が発見されれ

ばあわせて適切な保存方策を講じていただくこと

(3)重要な歴史遺産としての公的な認知を得るため、国の文化財登録、市の史跡
指定など、将来の遺構保存・活用に向け最適切な手続きを行っていただくこ

と

(4)今後の「養生所遣構」の保存、活用について、長崎市と長崎六学の偽働に向
けた協議の場を設けていただくこと

J



長崎県知事

長崎県教育長

長崎市長

長崎市教育長

中村法道

池松誠二

田上富久

馬場豊子

九州考古学会会長小池史哲

長崎市小島養生所0 医学校跡の調査と保存に関する要望について

標記の件について、別添書類の如く、当該遺跡は学術上きわめて重要な内容をもつもの

でありますので、貴殿において、適切な保存の対策が速やかに講じられることを要望いた

します。

なお、当件の具体的な措置、対策については、 2017年2月玲日(月)までに、ご回答

をくださるようぉ願いいたします。

埋文委第1号

2017年2月3日

、別添書類

ノ

一通

以上

連絡先

〒8扮・0395 福岡市西区元岡744

九州大学大学院比較社会文化研究院

基層構造講座内九州考古学会事務局

殿
殿
殿
殿

記



長崎県知享

長崎県教育委員会蹴育長

長市市長
旻崎市義青委員会教宥是

中村法道

池松誠二

田上富久

扇場号子

九州考古学会会長

長暗市小島養生所跡0匠学校劫の翻査と保存に関,る要望睿

九州考古学会は、長崎市立仁田佐古小学校建て替え用地とされている佐古小学校數地に所在
ナる小島養生所跡,医学校跡の発掘罰査の徹底と、これに基づく関連遺構の適切な保存を弛く
要望します。

2017年1月12日付の『長崎新聞」『西日本新闘』等の報道によれば、小島養生所跡゜医学
校跡の一部遭構を晟示公開するーカ、新校舎の建設工事での立会で過拷が見0かった堀口に訊
麦するという長崎市長の方針が示されました。長嫡の歴史を語る重嬰な建物の保存と展示をい
ち阜く決断された市長の姿勢に敬意を慶しまt。

しかし、現在遺跡はその一部が発掘訊査きれているに留まり、学術的価値は未知数といわC
るをえません。こうした段階で、学牧建設に必要な部分を記録保存(被媛)ずる判断を下すこ
とは拙速であり、重六な危倶を覚え主す。小島養生所跡・医学校跡の建物の全容を把握するに
足る調査とこれを踏まえた検討が不可欠で,。
そのために、上位糎閥または文化庁紀よる正式な指導・助胃、ぱらびに市の文化財審議甕員

会、考古学や建築学、近代医学史なZとの分野の複数の専門家を招いて鯛晝指導委員会を殻置
L、そのもとで訊査と保存計画を造めることが強く望まれます0
九州毒古学会は、小島菱主所跡0.医学校跡の地下施設 0周囲の石垣などの遺撫全体を医ず史

上の貨姿史跡三して保存し、遺構の本質的価値を損ねることなく現地保存することこそ、長崎
市にふさわしい文化財保護の実現であるど考えます。長崎市に姑かれ主しては、近年、造跡地
から学校響の公共施設を移転し、地域再生・振興のシンボルみして保存整備し、教育'槻光資
源代活用する機運が全国的に高ま0ているヒとを含め、一居慎重にご判断されますことを希二
いたしま,、。

つきまして稔、当遣跡の重要性にかんがみ、以下の措置が取られることを要望します0

記

現而査地で発見された小島養生所・医学校に伴う地下途構、石垣寺の地上適拷に0いて、
少なくと毛その学術的価値が確定するまで、現状のまま保存ナる〕ど0
国や県なぞ上位の文化財関侠部局の指導を仰ぎ、飼査にあたっては指導委員会等を設置し、
これを踏まえて具体的な保存計画を集定すること。
小局養生所跡。医学校跡船よぴその周辺に屡開tる関連進構を含めた施設の全体像を明ら
かにし、その韻査過程で説明会等を関催して成果を公表すること0
以上をふ主えて小島養生所跡、医学校跡を適仞に保存し、瑩備゜公閉'活用を図るこそ0四,

以 1・

2017隼 2月3 B
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長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎市長

長崎市教育委員会教育長

長崎市文化財審議会会長

中村法道殿

池松誠二殿

殿上富久殿

馬場豊子殿

下川達彌殿

沓;^旦'鼻貫

長崎市旧佐古小学校校地の羨生所過跡群の調査と保声に関する要望皇
について

別添の要望書と説魂書にあるように眠佐古小学校校地の慈島ず遁跡群ドー術
上きわめて重要でありますので、貴殿におかれましては適倒な調六と保声の井
置を速や力司こ講じていただきますよう要望いたし立す。

尚、標記の件に対ずる具体的措置にっいて、 2017尾3月10冠までに文
書にてご回答くださいま,よう給履いぃたします

2017年2月19 簿

日本医史学会理事長

洋学史学会会長

添付書類

要望害

説明書

連絡先

日本医史学会事務局

〒Ⅱ3'8421 東京都文京区本郷2-1-1

順天堂大学医学部医史学研究室内

一通

一通

洋学史学会事務局

〒玲2-8585 東京都調布市鯛布ケ丘1-5-1

電気通信大学電気通信学部佐藤賢一研究室気付

.
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長崎県知事

長崎県教育委員会敦育長

長崎市長

長崎市教育委員会教育長

長繭市文化財審議会会長

中村法道殿

密気ネ公謝1 足孕

田上富久殿

馬揚豊子殿

下川達彌殿

201 7年2月19 鷹

長崎市侃佐古小学校校地の養生所斌跡群の調査と保存に関,る,要望・

昇本医史学会理亭長

旻塑學項

1・旧佐古小学校の校舎と体育館の解体工事を中止し、近代医N史、考古当
建築学などの専門家による養生所遺跡群の調査指導委員会を早急に立ち
上げてその指導の下に調査解明されること。

2・養生所゜医学所、分祈窮理所、ヘーノレツハウス及び長崎医学校遺跡の.る
旧佐古小学校校地を、正門、通馬門と周囲の石垣を含め、新しく体*rル
校舎を建てずに全て残していただくこと。

3・文化庁の指導を仰ぎっつ、養生所0医学所、分析窮理所、ヘーノレッハウス
及び長崎医学校遺跡の全体像を頴査し、それを総合評価し、旧佐古小声校
校地に出土する価値ある遣跡を対象として史跡指定の申請を文部乳声、
臣にしていただくこと。

4・旧佐古小学校校地の遺跡群の保存と活用のあり方にっいて広い八野の専
門家による委員会を設け、市民に公開しながら検討してぃただくこと。
以上の事項にっいてご措置いただくよう要望いたします。

洋学史学会会長
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長崎市文化財課により養生所遺跡が発見されたことは医学や戈化の日蘭交
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流史に関心をもっ日本医史学会と洋_学史学会の会員にとってとの上なくうれし
い出来事でした。長崎市におかれましては養生所遣跡を市の文化財として一邦
顕在化して保存する予定と承っております。養生所遺跡の上に新体育館施部が
建設され、一部を展示する方式では養生所造跡の一部の破壊がまぬがれません。
養生所時代の一時期を切り敢って残すのではなく、養生所は養生ず。医学所、炉
得館、長崎医学校そして佐古尋常小学校に至る歴史の刻抑込まれた編佐古小当
校校地とともに残されるべきです。養生所造跡群と小学校の共存は、観光客が多
数押しかけるだけでなく、養生所、梅毒病院、小島病院、'分析窮理所、解判ずで
の薬品使用と石組みや不明の排水施設による土壊汚染は確実であると考えると
とができるので無理であります。

仁田佐古小学校の新体育館施設が予定されている揚所には養生所這跡とその
時代の石垣があり、新校舎建設の予定揚所には医学所、分析窮理所、ヘールッハ
ウス、長崎医学校時代の新講堂や石垣なぞの遺跡があると推定されます。現在、
医学所、分析究理所、ヘールツハウスの正確な所在が不明のまま重機が稼働し、
新校舎建設のために旧佐古小学校校舎と校地が破壊されていくことに瞳い六倶
の念を抱いています。旧佐古小学校の校舎と体育館の解体工事を速や力..に中止
されることを要望します。

長崎医学校校地に佳古尋常小学校が設置されたために都市化の荒波の中、奇
跡的に残された養生所遣跡群(養生所遣跡と、予測される医学所、分析窮理所、
ヘーノレツハウス、石垣などの各遺跡)の全容を近代医学史、考古学、建築学など
の専門家による調査指導委員会を早急に立ち上げてその指導の下に時間をかけ
て調査角弔明されることを要望します。

長崎港を見渡し旧唐人屋敷と旧丸山花街を眼下に見る景勝の地にあり、フル
ベツキが寓居した大徳寺跡が隣接する旧佐古小学校校地全てを、後世のために
そのまま残す決断をされるととを要望します。、文化庁の専門家の指導を仰ぎ
ながら、養生所゜医学所、分析鯛理所、ヘールツハウス及ぴ長崎医学校の造跡
の全体像を調査し総合評価され、旧佐古小学校校地に出土する価値ある遺跡を
対象として史跡指定の申請を文部科学大臣にしていただくととを要伽します。

国際港として日本の近代化に貢献した長崎を再認識し、国際観光都市として
発展していく上できわめて重要な遣跡であり、膿佐古小学校校地の遺跡群の保
存と活用のあり方にっいて広い分野の専門家による委員会を設け、市民に公開
しながら検討していただきますようぉ願い申し上げます。



養生所遺跡群の持っ歴史的意義にっいて

天然痘を予防する種痘を普及した出島の商館医オットー。a J.モーニ、ー
は、幕末日本の医療にっいて報告し、衛生行政政策が皆無で、伝逃广,隙唯
る病院がなく、国立医学校、開業医試験もないと厳しい指摘をしてい・、・。
のような状況を打破する日本の近代医療革命は長崎.の養生所を舞厶に始まり、
した。

江戸幕府とオランダ王国によって幕末の長崎で行われた海軍伝習は海軍凱゛
にとどまらず近代科学技術と近代医学が組織的に導入され、稀有の成功を収め
た国際プロジェクトであります。海軍伝習の際、 J.L.C.ポンペ.フン。,
ーノレデノレフォーノレトにより養生所・医学所が、夏.ノソレデスにより長崎・U鉄一
が設立され、近代医学と近代科学技術の革命が始まりました。日ブ・の近代ヒこ
貢献できたととはオランダの誇りであり、ライデン大学教授で日本研究,ー、
ダ協会会長でもあったノソレメン0ボイケノレス教授は日朗交流の歴中上、"
は出島と同等の価値があると'いってぃます。

謁脚年、ポンぺは西役所で医学伝習を開始近代西洋医学を系統的に教、
ました0 養生所は玲母年に建設され、日蘭友好の象徴としてその屋上には
本とオランダの国旗がはためいていました。ポンぺは侍.町人、西洋人。六
人の差号Uなく治療し、医師は自分自身のものではなく病めるノのものであと
戒め、民主的な患者中心の医療を行い、封建社会に育った弟子達に衝撃を与、
ました0 衛生思想は松本劇慣らにより普及しました。西洋医山は狩世紀に、斤
代医学へと大きく変貌し、ポンぺは養生所において伺本の医師たちに野仟的ナ
西洋医学を初めて体系的に伝え、明治から現在へと発展する日一の近代医学
礎を築きました

ポンぺの跡を継いだA.R ボードインは分析窮理所を設晋してW.K.、ー々
マを招聡、物理学、化学等が教えられました。養生所は蛙"館と改名、明1ム、
新後長崎医学校となりました。精得館頭取の相良知安はボードインにーー、
の医療法を、 G.亘.・R フノレベッキに佐古の丘の大徳寺でナ隈一信とともに J
り力憲法を学ぴました。ま隹新政府に登用された相良は大学声校を・ル゛、、ドイ、
医学を導入しました。六学東校にポンぺの鵡子佐藤尚中を、大地南校にフレベ
ツキを迎え、近代教育を担う大学を殷立しました。長崎医声校長で・つた与
専斎は文部省に出仕、岩倉這欧使節団に加わり、英米独の医療を視六乍、オー
ンダで医療監理制度を調査しました。長与専斎は帰国後、相良の井想してぃた

説明書



昏制を整備して施行、衛生局を創立して万人の健庚を護る八ーハー
しました0 ハラタマの跡を継ぐために長崎に赴仟したA.J'C.ヘ_、、ユ
レヒト陸軍軍医学校の薬学教官でした。長与のブレーンとナリ、翰、"
査する司薬揚設置を提案、東京司薬揚から東京大学薬山部が1厶ま。'
小島佐古の丘に発祥した近代教育、民主的な去え方と八衆1、・生一ゞ

アに普及、養生所はアジアの国々にとっても近代化の象徴、。
出島と長崎の岬先端にある西役所、唐人屋敷とそのル松厶島佐+ー,

養生所は、港に停泊する蘭船や唐船とともに首末海軍仁、,,ハ
景です0 ポンぺは風通しの良い小高い丘で、水の便がよく患者ジー、、こ
と'をホスビタノレ(豆伽P此aalteNa牙飴a亙)の建設地として希望しこ。 t、
街から患者が通いやすく、大徳寺のある景勝の一等地小島佐<こ
町衆には、近代医療に寄せる熱い期待があったのでしょ、。
国際港として日太の近代化に貢献した長崎を再認識し、国キ、

発展していく上できわめて重要な遺跡であり、国の中跡指定に申ヂミ
あるのみならず、幕末の海軍伝習時代の遺跡とともに世界一産指,
も考えられます。



長崎市長

麺上

一般社団法人日本考古学協会.'イ、
.^●

埋蔵文化財保護対策委員.会'..、'.

委員長藤涙 享丈、靈 1豆
ミ、

長崎市小島療萎所跡0 医学校跡の現地視察にっいて(依頼)

拝啓日頃より、.本協会の活動に御理解と御誘力を賜り、厚く感謝申し上げまず。
こ'の度、当日本考古学協会埋蔵文化財保護・対策委員会では、貴教育委員会に霜きまして、

現在発掘調査を実施されて給ります長崎市小島療養所跡0医学校跡において、.日本の二〒仟
医学の先駆けと・なる・極めて亘要な遺構が検出されていることに重六な関心をも。ておりま
^ー

0

つきましては、遣球の重要性に鑑み、当委員会として発掘調査の魂状と遣跡の内容竺を

把握するための現地視察を下記により、実施させていただきたく、とこに船願い申し上げ
ます。

な謁、,諸般の宴情によ珍、、期日が迫うての依頼になりましたととをお詫ぴいたしま司・。
まことに恐縮ですが、ご高配のほぞ宜しくお願いいたし主す。
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佐藤浩司績本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会.代表委員)
稲富裕和(巨本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会委員)

田尻義了續本考古学協会埋蔵文化長訓呆護対策委員会委員)
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長崎市長

望上 兵 襟

拝啓

梅花の侯、貴台に船かれましては、ますますご清祥のとととお慶ぴ申し上げ主す。
去る2月i.0喬の小島養生所跡'医学校跡調査喨場の現地視察に際しましては、ご多忙ナ

時期にもかかわらず、ご丁寧に対応いただきましたとと厚く御礼申し,ι山色一

今回の視察を通じまして、当該遺跡の学徒故な重要性をますます認雫いたしました。
当埋蔵文化財保護対策委員会といたしましては、造跡の綿密な調査とともに、可増・、艮

り現状保存されますようご尽力いただきますこと力切に一額い申し上げーさ」。

"^

一般社団法人日本考古学協会

埋蔵文化財保護対策委員会

委員長藤沢 敦

、
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促

長W可「日長:

田.・.上 久.様

ー」

"

分析窮理所、、医学所を含む養生所遣構の調査、保存;、活用にっいで'.の要望書

養生所遣構の調査、,保存、活用に力きま・しては、平成之8年牙月使長崎六学涙、.向医学部
■■

長及び県・市医師会長より、平成29.年1児には長崎大学長、同医学部長より、.貴殿宛tに
.■....

要望書.を・提出.させていただきま'じた、,どく忙後者確おいては、菱生.所跡地姪っ、t捻適切

に保存し世界的歴史造産'('日太近代医学発祥.の地)・として将来にわだう戈ミ活昂ずるこど、
医学所及ぴ分析窮理所跡地忙づWては追加調査のらえ新た捻遣構が発見されれぱ合わせて

一弔

適切.に保存いただぐ.こと等、具体的な要望をさせ元いただぎまし.だ。患の後、.菱生所跡地
にっいでは、保存方法一活用,などに関Uで当方の要望を踏まえはtがちご対応いただいtお

J

りますこどにお礼申し上げま・す。'.、

さて、医学所及び分析窮・理所跡地にっいては、このだび追跡調査により新たに分析窮理
i

所造構が発見されたてとを受け、改めて遺構保存に関す名新たな要望書を提出させでいた
だく'ごとといたし.ましたi,."・"'・"'・..

平成29年5月肌、日に過構の・追加調査の結果を市担当者・よりご説明いただき.まし.たが、

その時は、旧佐古小学校校・舎の位置にあb'た「医学所厶校庭の位置にあづた..「分玩麝理所〕
砲っいては試掘を行うたもめの関連遺構は残っ,て匝ないとの報告でありました'..ぞ医後イ.6

圏.尋■■.■

月巧旧に医学部長ら長崎六学側閧係者に,よわ市側立ち会いのもそ現場視察を行、た際に、
分析窮理所跡にっいては.これまで市側が行、できた位置とは異なる瓢抽箇所を提築し了承
いただきまUだ'との新たな試.掘,調査た関する市側からの結果報告会が、、先般ゞ月6白に

冒'■'」

長崎大学に'ヤ行.われ.、学長、、副学長、.病院長、医学部長ぢ悔対して、.分析窮理・所の礎右の

部分が新だに発見さ.れたこと、この.分析窮理所跡地を市指定史跡の追加指定範囲とする.こ
となどが報告されました'

しかUながら、'ー.方で小学校校舎建設に向けで粂る 16月かぢ当該場所に'おける杭工亭が
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開始される予定であると聞き及ルでいます。教育関連の公共工事とWう点で計画を急ぐ長

崎市の立場は一定理解できるものの、長崎六学としては、今回の新たな遣構の発見により

これまでとは異なる・対応を今後講じる必要が生じたものと認識しており、以下の事項につ

いて要望させて.いただきます。

1)杭工事を延期し、分析窮理所遺構及び解剖室推定地の全面的な発掘調査を行うととも

に、その造跡としての価値にコいて十分な検討を行う。

2)既に発掘された分折窮理所遺構や解剖室推定地を含めて、保存対応を協議tる。'その

際、養生所遺構と同様に見える形での現地保存・活用の可能性も検討する。

以上,ご考慮賜れば、幸甚です。
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明t台2年
・・同'6年

(イ)

分析究理所教室、割当

室

下

「佐古小学校を中心どする旧址」より

廊

明治10年後半期一同Ⅱ年前半期

(ロ)

長崎医学校図(古賀文庫)より

休外
国

息毅

(ノ→

長崎医学校第12敷地建"物略図より

図5.分析,究・理所f飼'仕切り・の変遷
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